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0表紙説明0

表紙原図山下誠子

れシ仁のおうら了し科′kml印′1う71㌻nOr†丁重ユe工）on

8月の大口市布語での採集で採′つたものの標本を写した。 中軸の先端にしばしば不定芽を

出し地面について折成体となる。葉。 形をトラノオシダ忘′こモぞらえ，うるLを塗りたよう

を光沢のある葉柄を持つのでこの名がある。

－1－



巻　　頭　　昌

顧問硝所篤知

今まで，これこそ確固不動の真理と思われていたものが，新しいやり方でしらべ

たらとんでもない誤りであった，という例は大そう多い。

それは何故か，科学の全領域の水準は目一日と高まり．したがノーで研究の方法も揮

術も使鞘する器材も日進月歩である。昨日までになかった独蝕的方法と，技術，器

材，を畢梗するとき，R乍日以上に深く広く科学のメスをさし入れろことが1寸熊であ

り，昨日まで見えなかったものが見えてくるわけである。100吋の望遠鏡で見え

をかった遠い天体も，200吋の視力のもとでは，ぞくぞくと姿をあらわしてくる。

月面を思わせる火星の天火口群や月面に見出された無数の徴′j、たくぼみ桑ど，いづ

れも最新の科蛍の利器がかちとった前人未踏の発見である。

地球上にその際始の姿を現わして発立悠々実に数十億在，千差万別の環境に適応l

つつ，分化に分化を環ねて100万程にも達するといかりノる膨大を生物群を，貧に

斜蛍の利翠と呼べるものをかざしてわずか100定足行ずの八部が，しかも限られ

た一一部の研究者の目を通して，どうして知りつくすことが出来たであろうか。

我々人類のもつ知見は，まきに広漠たる砂の一つかみに浬ぎ凌いであろう。我々

揺今，青く輝く地球と呼ばれる神秘た一三耀封て葦い宇宙¢）彼方から飛来して着陸し

たばかりの一宇宙人のよった新鮮強烈を探究の糟でこの地球上の万象を軋琉たらき

ノ，と興味ある研究や莞且がなされるのであろう。

このような強い生き生色とした探求の心を一般より濃厚にもっている一群の人々こ

そ生物部員であると思。お互に，ありふれた．一応わかっていると思われるもの

でも，もり一一軽薄LLへ存立からこ沃しい完云寸志入りに九仁方しゾし豆よシー（二亡ノはたいか。

我々は先人の誰も見ることの出来たい何物かを見出すであろう。

一　2一



プラ　ンクト　ンの観察

1．動機1年5只前原洋子

中学一厘の鴨，プランクトンに，興味を感じた。それ以来，プランクトンについて，もう少し

匡広く，詳しく知りたしへと思っていたので・中萱二庄・〇四月，生物細て入部し，鰐丸城の堀跡で

も予，り畑酎ユ市でも有名を池である七淳池と，大正10在に天然記念物に掩窟きれた蘭牟田池を

勺藻に観察を㌍けてみた。以下，その記録である。

2．池の状況

（＝蘭牟馳

蘭牟田地（牟旧とは鼎頁の黄で，ここにたくさんの蘭がはえでハることから，この名があ

る。 ）は匪摩都祁答院町にあり，休火山の蘭牟闇池火山の火口管内に登達した，周明約4杭n

のほほ扇形の湖で，大正10在「天然記念物術牢固池泥炭形成柿物群澤jに指定されている。

池のまわりには，標高約400mのカルデラ壁をたす山があり，池の水滴慢標高2957花だ

が，夏沈滞漑用水として利用されてしハるので，水位がおいぶ低くたる。 水控接希薄水位（5・

d月頃）のとき1，5～2mで，最深部で3恥骨ある。 水色は暗褐色で，浸炭質の粒子がたく

さん浮いており，透明度は27‰（直径30戊のセッキー棟使用）湖底の泥岩哲のため柔ら

かく，水泳するのは危険である。 水面にはジュンサイ，スイレン，ヒメビシ夜どカ浮き水

辺（′二はヨシ，ショウブ，マコモ，ア下イたどの群澤が見られ，叉澗牟田地特有の浮き島は，

現在北及び北西側に多く婁ま一つています。

蘭牟田池のプランクトン採集場所
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（2）旧七詳池

旧七辞池は樽九城の堀跡

で，鹿児島市中「こ町にあり，

瑚在け虎夫転べ譜旺た′つて

し1る。
撞くには，鹿児島県

庁や魔大病院などがあり，

更控，子華たちのフナ釣り

先主となっている。

3．観察記額

表は，重天変少をいもの，

②少たいもの，③普通，⑦多

い，5）大変多い，に分類して

記録してみた。
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表（2）

四月の七高池では，

ケイソウ類が多く見ら

れた。中でもバリケイ

ソウカ大部分を占めて

おり，他は少をレ㌔挿

輝では，動物′圭刀いつ

か多いが個体数で：′ま．

珪藻類が多い。 （一三1

回参咤）

5月　七吉池　曇天
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表（3）　5月　七蕎池，洒牟田地　晴天

場　 魂 儲 闇 牢 固 ！
簡　　 考

種　　 類 刊 ② ！③ ④

i 5 1 回 4 0 】
商

胡罪水 口の所

l！
tI
C l O S t e r i u m s p　　　 j

ギムノジガ．モ リフ ォル ミス　　　 i 十
1 1　 0 は

0

バル ポキータ．高一韓 －－ ノ‾一十一
1 両 0

1 0 （何 もはえ

ていな し1 ）

⑨ジ ュンサイ

の所

③何 もをい所

年）ジュ ンサ イ

1 吊 0 1 ！
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2 ！中
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i
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】
1．＿0

j
0 0 0

i

ミ－．カヅ乍亘の一頂 4 1 ○ 0 0

ホソ＿ミカヅキモー　ー 1 0 1＿ 0 0

0マガ クマ ミカヅキモ 1 1 0 1

輪

虫

パオ リワムシ 2 0 0 0 ロ

キク ロブス類の

ノープ リウス胡幼生

！
1

l
0°

l
b

l

0 D

原

生

デ イノプ リオンダイノく－ ゼンス 0 5 ＿2 ・5 0

サ ラガッギ

I

ヤオ コ 0 3 ．5 2 4

ヒゲマワ リ 0 ‾0 1 0 0

右殻 ラ メーノく 5 ‾0 1 ．0 1

ツノモ 0 5 ．3 4 5

ジュズモの一種 0 q 1 0 0

か いあ し難 ！－1　　　　　　 l 2 白 4 2 、1

甲頑 ミジシ コ 1 5 2 2 2 ゾウ ミジンコ
1

－5－

五月の旧七商池で

は，前月に引き続い

て，ノ、コツナギケイ

ソウが多くを占めて

いる。稀軒別に見る

と，植物性は急散に

ふ戸，動物性はやや

減っているようだ。

その巾でノープリウ

スj酢左差が大き

いようである。
（表

2，図2参照）

六ノ酎ニt蘭牟田池で

も採集をし，七高地

と比較すること：′きくで

きた。七吾池では一

般に，楕物性71もつ

が塞く，五射：りも

増加している。！拝に

ピ㌧／ヌラ7才負数

を増加をみせてレ1る。

（ギ三3図3参照）

蘭牟田池で，4カ

所に分けて浮隼した

・Llイ＼－ノ勿／ニ′HLよ揖ノダ

少の達しハを発見した。

何も生えていない

所管した印と③

は，節も挿頭もたい

たh一致している。

（図4，図5参照）

②と「弟のジュンサ

イの生えている所で

採隼したものにも，



表（4）7月　七吉池　晴天　謂牟闇池　曇天

声やトビ埼

ほぼ同じことがいえる。 （図る，図

7参照）きて，①と③，②と（弟ま用

途がある。珪藻類でよくわかる。 又

蘭牟田池は七高池と比べてアオコ，

ツノモ，ミジッコなどの動物性が多

いことがわかる。 （黍3参照）
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図（6）
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七月は，七高池雄封そうは，一

種一輝の数は少たいが，全体と

して績菜種が多い。 動物性とし

ては輪虫類が多く私られた。 ノ

プリウス朋幼生は4月からし

だhに少なくなって，7月では

全く見ふれをかった。これは紐

胞分裂が終わって，湖底常沈没

したためと思わ弟る。

㊤止暦年印池には・冊と同じよう；′こ，アオコ・ツノモが群を扱い

不て多い㍉朝∴昼，夕方の変化も責よりわかる。

クンショウモスクウルアズトラウム1，ノープリプリウス期幼生がなくなっている。

2，ハコツナギケイソウが分裂を終えて沈澱したと思われる。

蘭牢田池の月別変化は，用間が短かったので正確をことはいえたしハが，グラフ21表5，表4

から推察すると，モウグオチャ，ディノプリオンダイバーゼンスばト増加の傾向にある。

ー7－



グラフ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　グラフ・5　朝，昼，夕方の変化

昭七萬池の主をプランクトンの月変化　数

ノ

一

一

を

4月5日5月7月彗星タ

ハ一一一ノ、ニ㌧ツナギケイソウデ－デイノブリオンダイノく－ゼンス

ノ－ノープリウス其触り生，ミ－ミジンコか－かい即時

6月　　　7月

を一鵬一一モウグオチャの一種

デ－デイノブリオン

ミ　－ミジンコ

閻隼田池と旧七高予立とでは，全体としで，冊七素瓶に拝藻類

が多く，撒牢碍子射ては，原生動物，ミジンコ，かノへ肺などが

多い。叉，輯藻類は七高池にヒh夜いこと－∴；撒誉確実になった。

（グラフ・4参照）

グラフ・4　薗牟田池と旧七高池の比較

それぞれの種類が全体に占める割合（6・7月の平均，頭）

1．f
lいJ

牟

胃

：．・’J

A－－ミノンニ㍉∴B－かい脚類

二名一

参考文献

0「酢軒プチシクトン牒

勘

0「原色動物大図鑑」



卵からカエルまで

2産2R澤口．潤子

2慮dn樺山博

カエルについてはこれまで何回か教科辛その他で習って天分知っているつもりであったが，実

際に成長課程を観察して，それが表層的た一部にすぎモいことがわカユ′つた。

触れるのをいやがられるカエルではあるものり，邦からオクマジークツ，そして新米のカエル

の問は誠に可愛い感じがする。

卵は100個位採ったが，最も発生の遅れている20個を選び出しその中の10個にほうれん

草のみを，残る10個に持てた鶏卵の黄味の乾放したもののみを，与えることにした。

以下はほうれん草のみを与える中の1個についての額察記銀である。

2月14日　生物部一同の湯の元での採集中に由おいの薄でカエルの卵を且つけた。

先生によると，受精柊2週間は弘華でいるとのことだ′－た。

15日胚を包んでLへる寒天状はどのような物質であるか調べようと思しへ，煮たが，全然変

化招JH、れたい。

亀の卵の白身と同物質爪より！ て思ゴ・ノ如ふ。

16日　ここり卵はかた‾真叫太であノ1た。 （かノこ寸り状とひも批・うミ誉る。 ）

桓て㍊甥憂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

横より

r
－
・
！
㍗
・

5

18日寒天状物質をfEきり・水rPに出ていたが，夕試ノだように横倒しとなったまま動かをい。

おどろいて，ピンセットでちょっと三三⊥と・曇こと動き出し安心した。

頭と胴の間のところに外えらが両側にある。 嚢華！によスと5対あるということであ

ったが分からない。

－9－
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＼　戸綿1・5竹花
軽長8冊

2月23口外えらがわからたくをつた。内えらに変わったものと思われる。だがごく見ると，

上方より見て左側だけに外えらの後として管状のものがあるのがわかる。資車＝てよ

ると，呼吸孔であるとのことである0左側だけしかかへのがふしぎである。

26日寒天状物資より出て濱た時は真っ黒だ′つたが，しだいに茶色をおぴてきた。

体に1対の目に平行を斑点が現われ・目の部分がは′フきり見つけられるように至っ

てきた。

蝮側は，ほうれん草のため黄榔′こた一、た陽がうず巻き状になっているのが見ら来る。

また板側の前頭部を蹟徴鏡で観察するとロの部分は吸盤とたっており，その周囲に

l枝毛が狐を表してはえていることがわかる0

呼吸をするたびごとに内えらの部分が大きくふくれるのが見られる。

2．5万詔

1．3C椚

－18－
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3月　8日　先月25日に記した免点の外に背中の中央にやや小きめの確点が1対現われた。

尾がしだいに早くをつていくようだ。

寒天状物質を出たころと比軽すると色は茶色に変わり天分変化が且、かてレふ。
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他のオクマジャクシを見ると腸は必ずしも渦巻き状ではたく，めちゃくちゃに見える

のもある。 腹側は魚のように光って見える。
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中音9昌r㍗浩ん葦だけ与えたものと，鶏卵だけ与えたものとをそれやt解剖した結果，湯

の変化についておもしろいことがわかった。

またそれぞれの器管を調べた。

それぞれの特が上の図のようであった0　これより

0食物を食べる葦価空は等しい。

ほうれん草だけ

を与えてきた腸

0ほうれん草は鶏卵に比べて消化に時間がかかるため，長Lへ腸を必蔓とする。
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図（7）

、＼

＼∴l

蘇、、叫職

オクマジャクツの解剖図

①　軋顔′

②　骨　格

③　心　械

蘭胃
ヽニノ

⑤　月㌢覇

一一　　1

⑦　肺 1釦需5・5ガ刀

！体長2．75だ爪

4月12日　水面に上がってきてはノてクッと空気を政一つてまた底の方へ泳し′－でいくよ射て桑㌢た。

これは肺が発達してきてえら呼吸から肺呼吸へ変わる段階であるとしへえる。

軽信　d打ガ

！体長　2．8。胱

15日　背側中央を紙に2本の溝があらわれてきて休がこつこつしてきた。

23日体の均衡を肝にくレ1のか以笛と笹津積倒しとた′つた封印向けをてたったりする。

水面に上がってバクバクする回数が著しくなってきた。

体全体に斑点が現われ，カエルにある模様と同じ模様がラーナく出てきた。

またこのオクマジャクツは伺ガェルのものなのかバ蛙学わで調べてみたが，カエル

も種類が多く55種類を記載Lである。 われわれが知ってLへるものは〟ヒキガエル”

〟トノサマガエル檜その他に数匹程度のものである。 あるレ1はわれわれが知って

いるカエルの中のものかも知れぬと思いその欄を調べたが全然異なっていた。

き－ヒキガエル，，は卵がひも状である。

－1g山



nトノサマガエルのは産卵期が5月とのことである。

それで環初から汚地，産卵期，卵の状態，頭長と頂幅の比軽などの点に注意して見

通したとこう「ニホン了カガエル」と患辱Jl′扇リマルチンスアカガエル・，もこれ

に非常に斬侶している。

これを区別するに接戦ガエルでたければ廟堂できか′F、。

「ニオて／アカツ二ノし」・思・〔た蔦として姥・

1． ：太一一、，l！ ，刑計九一il㌦・一一ト‘よ　　して彗ブ：どに互つノ情意p即酢Cは極めて普通の

カエルで黙る。

2． 色′かやや淡色。

乙　だ舟は恥一一のんJllrUつ「亨1ホ2月上市から5．恥「一、ぱい位

4． 頚長は芳雄は打‡い。

5． 胸部には鮮紅色．笠根夫黄色の大理石状斑紋の蜜存することも往々ある。

1～5はく‘蛙掌り（てよる。

4月25日　勇雄信腹部に分けるようを区切りが出てきた。

区切りのところに呼吸孔が依然として左側だけある？

酎て触れると前より固くひきしまって党ガエルの体の感触とそっくりである。

飾卵r之が粧当盛んにたってきた。

尾が最萬確伸び，填た少しと方にはねてきた。

－14－
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5月5日後足が出た。 連休だったため，観察が出強攻か一一たが，2．5日前出たものと思わ

れる。

是は全然動かか旬

また構倒しとなっていたの・頼悠叫たた糾て正常の付帯′てた一つで1三一り

7Eヨ　体長が2打者伸びたがこれは尾ではたぐ㍉町長が伸びたのでこ猫。

晃吏拍針圭がはると全く成美が止まる。

－15－
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5月11日　体がさらに角ぼってきてごつごつしてきたe

足の指がはっきりと5本分かれているのがわかるようにな．→たふ

足はいぜんとして動かない。

l頭幅　　8者竹体長　5．5¢戒

12口　頭幅が1虎が伸びたがこれは肺が大きくなりつつあるので按をいかと思う。

（

頭暗9棚

体長3．5ぐ㌶

後足長4灯灯

15日前足が出た。 ふしぎをことに長吉が5棚余りもある。

このことは一応体内で一定の形が完成Lから体外に出てくるのだと思う。 しかし，

後足はヒレのようなものが出てからそれが大きく祭る。

前足は賂初から動く。 また後足も敏しように動くようにたった。

前足が出ると共に左側だけあった呼吸孔が消失してし1る。

ほうれん草を全然食べなくたった。 鶏卵も食べたい。

シャーレ内に石を任しへた。

相
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18日　石に登るようにたった。 もう完全に肺と皮膚で呼吸していると思われる。

19日　尾が封て短かくた√－た。

訂偏が2捌短かくまった。 この理由はわからたい。

復足の指が非常に長くたってきた。 その中でも韓に第　帯が貰い。

（、’

預幅7m

体長2．2C潤

後足長1C椚

彗足長㍗闇

28日　成長が著しくなってきた。 尾は短かく，足はしだいに拓く夜らでいく。

もう接がなければ覗ガエルと全く変わりはか　ようだ。

4月　5日　尾が完全になくなりた0
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5月7日もうーカ月近くえ享を食べない。 前足が出てからはほうれん草は全く食べなく浸り，

鶏卵その他も食べない。 このままでは死んでしまうので残念だが，観察はこれでも

う成体に走ったので終わることにLで外の滞に放してやった。

環科によると成体にたると飼育が閑斑である，とあった。 賽葦にその通であスっ

では卵からの成長薫麦をグラフ（′こ表わすことにする0

緋㌃射上沼路傍紫　宴

体

長

成

長

　

遷

虔

頭

幅

成

長

　

速

匿

以上われわれの約5カ月半の観察記録である。

最初にも述べたが飼育し観察していくと書物上ではわからたいことがわかる。 相賀の頂要性を再

度認識した。 卵→オクマジャクシー→足オ出る→成体位は知らない者はたしつだろう。 ところ

がそれだけではカエルについて賽に如いているとは言えたい。 むしろそうたる段階の方がもっと

重要だとも言える。 そういう意味で，学んだことけ多分にあった。 えら，肺，且あるいは腸のこ

となど初めて知るものもあった。

ふとしたことからカエルの卵を見つけ，その観察によって知識を得た。 もう一同同じ観察をして

みてもまた知らなかったことが知ることができるようになると思う。

カエルの卵は手に入れようと思えば出発ないことはなしへと思う。 ぜひ一回は観察をしてほしい。

生物を研究する者にとって，必須の観察の一つに数えられると思う。 たぷん教えられることが多

いと思う。 この観察を基礎として他の生物の研究をしていきたしへ。
－17－



環・境と朝一物

彗物性撃境に定着される所が非射て大きレb次はそれを示す寒吟を，2種肇の水蕉動物を僅用

’∵石与与ったものであふ

・－・つこ・．
巨フナムシの体色変化の実撃」であり，もう一つは「メダカの眼球摂動反応の実幹であ

て∴一その2つの実時再軍を述べることにしよう。

i　ラナムシの体色変化の実鹸

2慮4R． 樺山樽

1慮9R後藤千和子

これ上目一㌧月dE㍉7日を中心に行なニーたものである。

休魚烹化をするもの．で有名な動物はカメレオンがレ1る。

フナムシもそかと同伴は｛きりした体色変化を示すことがわかる。

コラナ土子3骨軍事度ノエナメルで白・一焦こ1廿ずつ途∵㍗とガラス鉢，エナメル・韓微

亮，榔荒，黒いきれ，浄衣

汁・賓「封．白・黒それぞれのガラス鉢の底蕾に白し1ものには泣訴を㍉点在恒T’に甘辛、薄かを

－′一両プ了と信憲ガを含ませで明ふしつ場所にガラス鉢を驚き，両方のガラス年の申し糞，

に自然の状窯で茶褐色をしているフナムシ聖教匹ずつ久ノ年で聖十分狛て体亨ト；つ愛化

を見ろ。
華甘美白いガラス抽て入れたものは天分白色に廿r′－明るい黄色に体色か変化する。

黒いガラス鉢に入れたものは大分黒色に三圧しつ愕し′、潰しハ茶色に体色；て′授化す芦。
′

ヽ；

ラ；宣埼2日レ、ガラス鉢の中で明るくなった1匹も最も明るい色かときか「圭も軽い色のとき

まで亡妻化を5段階に分けて㌔鞘輩浜で観察する。
・ケ頂罠も現車t＿＿：り十〇誓色素的（小てこを黒レ瀬子）が散らばっているだけで葦る。

しだいに酔／竜にまるにし予二． ▼1∴って魚裏革は雷㌍方に睾亘ノ抜けと査って広がっでし1品

つが見られる。

明　る　く　な　る

一l S－

l　∴㌢∴，1

暗　く　な　る



※実験3‾． 環も明るい色のときから環も暗い色のときまでの色素胞の変化の時間

最も暗い色のときから環も明るい色のときまでの色素胞の変化の把問を掛ヾ為。

※統一粟　　明るい色のものから培い魚のものへの変化はだしったい比例関係になる。

略しハ色のものから明るい色のものへの変化は不規則である。

醜聞と色素

0153045607590（融
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※実験4あらかじめ実検1の方接で暗い色にしたものと明るい色にしたものを粉十匹作って

おき，白・黒〔T、）エナメルをフナムシの両目を全体，上半分，下半分にそれぞれ塗り

そ：テ1らを黒いガラス鉢，白Lへガラス鉢に入れで，明るい場所で24種類の体色変化

を調べる。

※結　呈

フ　ナム　シ　の　目　と　体色　と　の関係

［封てエナメル

を塗る場所 と

エナ メルの色

酎 花 丁 蚕 五首

年と　　 1　　号．ム　　 l
l

ガラス鉢の色 套罷 自
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たし⑦

暗く

なる①

一
行
上
「

、‾、ヽ

′‾ノホ＝′
′ワし

たし①

結く

たるの



〔吾の記号の説明〕

ガラス鉢

フナムシ

の休

日

［＝］結果
ガラス鉢に

黒エナメル

ガラス鉢に

白エナメル

培い色にし

たフナムシ

滑るい色に

したフナムシ

●
目全体に

黒エナメル

感輸目上半分に

＼ヽ＿／′黒エナメノレ

目下半分に

黒エナメル

もー

工≧

「1∴ヽノIT．▼

白エナメル

呂上半分に

一一台エナメル

日下斗三分に

白エナメル

！二三‡］変化なし

監ヨ暗くなる

！二二］明るくなる

目にエナメル 全体に 全体に 上半分 上半分 下半分 下半分

を塗る場所と

エナメルの色

白 白 に　 申 に　 白 に　 白 牢　 白

ガラス鉢の色 窯　‾ ‘壷 黒 白 窯． 白

略しつ色にした 明るく 明るくl 明るく 明るく 変　 化 明もく

フナムシ たる㊥ 去る◎ ：を去喝 去畠彿 覆し① そる㊥

明るい色にし 変　 化 変　 化 変　 化 変　 化 暗　 く 変　 化

たフナムシ 桑し㊦ たし⑳ たし② たし① なる㊥ をし戌

〔図による〕　　　　∴・

二二▲：． ：：

亡コ 亡‾j ］
㊦

：…コ　トニ　ー㍉；

臣∃　臣召［茎ヨ　臣∃
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表と図の説明

⑥⑬◎㊦◎①◎①は，目全体にエナメルを塗ったため，ガラス鉢の色に関係をく，塗った

エナメルの色と同じ体色とたる。

①㊤⑬①は，黒エナメルに関係費く目に何も塗ってないのと同様にガラス鉢の色と同じ体色と

なる。

①①（琵①は・ガラス鉢の色に関係をく黒エナメルと同じ体色とたる。

⑥⑬⑳①は，ガラス鉢の色に関係をく白エナメルと同じ体色となる。

①礪）！耶⑦は，白エナメルに閤係をく目に何も塗ってチわのと同様にガラス鉢の色と同仁体色

とたる。

例；◎は白エナメルの影響で体色が明るくたった。

曙は眉ガラス鉢の影饗で体色が明るくなる○

※まとめこの実験から言えることをまとめてみよう。

i）実検1より増田の色が変化するとフナムシにそれと同色に近づこうとする働きが現

われる。 これは外敵から体を保護する働きがあることがわかる。 （保護色）

lり実験2よりフナムシ珪色素胞を持一Iでおり，それが四方に複雑に枝と充って広がる

ことによって体色が暗くなり，叉逆にそれがたるべく小さい粒子になることによって

体色が明るくそる働きがある。

iii）実験5より色蕎胸が完全に逆む変化にたるまでに約1時間数する。

また意も階い色から已然状撥の色になるまでに約10分しか必要としていか／1のに

対して，それ以後に堤も明るい色になるまでは約55分委しでレイることがわかる。

iV）実験4よりフナムシの目全体に黒や白のエナメルを塗るという作業結果では，黒い

ふノメルれふノブ． ム／叫はテさ六＼，目V、エアメル結Hく見えていとしいう精魂が得られる。

つまり冒全体にエナメルを塗予ても，形態をとらヌる視覚妓失たわれるか㍉明暗の感

覚は矢をわれたいということが言える。 このことを最初疑問に思ったため，それを裏

づけるため，自然状勢の色のものに白エナメルと黒エナメルを日全休にそれぞれ塗り，

ガラス鉢に入れずにそのま剖こして変化を見たところが，ヤはり前の結論通り黒エナ

メルを玲イたものは培い色となり，また白エナメルを塗一つたものは明るレ1色とたった。

また上半分，下半分にエナメルを塗り分けたことによって表と図の説明に明記した

ように，上半分に黒エナメルあるい続下半分に白エナメルを塗ったときは全くエナメ

ルには関係をい。 その逆は全部エナメルの色と同じ体色とたってしまう。

このことはホルモンの分泌，不分泌に関係すると思われるが，先生に聞レ1てもばっ
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きりしたいとのことである。

日にエナメルを塗りたときは必ずしもi）のよ射て甥われをレヽ

：三受賞実験1，2，3はわりあい簡単ごて出素た。 しかし実験4は非常に頭の痛い実験であ

った♪

失敗も何回かあった。 誤りをたくするため，結果の予想を立ててから実験をして，

予誓と実験結果とが相異したものについて，再度実験をやって結果を出した。 この方

漢は非甘に良かったと思う。

上半分，下半分のエナメルの塗り方については憤賓を即した。

草て自エナメルを目に塗ったものが疑問点が多かった。

以上出来るだけわかりやすい文章で書いたつもりである。 ‾‾小一’‘

まだ右半分，左半分愕それぞれ黒・白エナメルを塗ることや，上半分には黒エナメ

ル，丁半分轄恨事エナメル，左半分には燕エナメル，左半分には白エナメルなど－2色

で捻り分ける実検，及び温度との関係，色素胞の変化Cつ凰慨など多くの実額がある。

これもやっていきたい。

したが一つてこれまで・か骨幹はフナムシの体色変化の中間報告としておくことにする。

；抽〕記まとめゐ柑）の目で上半分，下半分にエナメノレを冷／ノたとの体色変化の軋育てつ

いて何かちりましたらぜひ教えで下さい。

メダカの眼球運動反応の実験

2法4R樺山惇

′十．．′誓文半丁イろ‾‾’i．
′．
こ′7二芸こ。二ふ。

メダカには自分の網膜の上に映4た像をその・ままその位置雄∵美とうとする性質があることが，

L1美星てよってわかる。

※葦′晶メグ、塙‘J20匹，直径率〕15C椛¢〕シJ．一一レ，哀情÷′」20C7花・高さ窮20cmの円筒の内

両に定間隔に自・窯の攫縞横根を雄りつけた畑つ・プレーヤー，雷享子考ンド2個，

支持台

汁㍉実験次責の図のようにP出をプレーヤ…の回転骨にとりつけシャーレを支持否からつり，

その中に半分程水を入部，メダカを5．51些入れて2個の電燈で顆らしで拓く。

プレーヤーの最も遅い回転の16回転から33回転，45回転，78回転と脂次愛
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化を且をがら速乾を増して

いぐ。

78回軽にしてしばらく

してから′告に押伝をとめて

変化を見る。

それが終テノつたら，再谷

78回転にしてそのままの

状態の変化を見ていく。

※結果回転をとめているときのメダカは，ほとんど動くことたく平然としている。

16回転にするとメダカもプレーヤーむ軒唇と同方向に同速度で回り始める。

33回転，45回転，78回転の茂初の数分のときもそれぞれ同方向に同速度で回

る。 その回る位置は回転が増すにつれてシt・－レの外縁から中心部に集まり，つしつに

は中心をとり囲む。

78呵伝で同速度で同方向に呵っていると射て急に同産を停止すると滝′L力により，

佗うり出されたかの僕に散らば一つてとまる。 再び78回転にしてしばらくそて－ままに

しておくと，円筒と同速度で回らなくたり最初の円筒をとめているときと全く同桟の

現象が起こる。 これは回転が透いために円筒の縞模様が灰色一色として見えて，回転

していないと感じてしまうからだと思衷′れる。

※反省実験はうまくいったが，も一、と78回転のところたど時間を計ってLへたら良廿叫た

と思r）。 しかし文化祭の会場で行なったので，それも出来たかった。

メダカが疲かれて反応しなくたる時があるので，常疇新しいものと入れかえたのは

良か／－たと思う。

出来たらプレーヤーの78回転よりも速い回転のものがあったら反応も大きく表わ

れたと思う。 後で思ったのだが，チープコーダーなどはそれに市レ、ていると思う。

以上2実験より動物は環境に左右される両が非常に大きいことがはっきりとオノかった。

このことから動物布けでなく，あらゆる生物は環境に卑右きれているものと思われる。
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植一物　闇　の　相　互影　響

2毎1R　池　固　　まり子

実験期間　1955　10月上旬～10月下旬

第Iの器に熱したりんごと末熱をりん

ごを1個づつ，窮虻の器に未熟をりんご

を2個，第mの才封′こ未熟をりんごを1個

入れる。
器を親に使うので，酸肇の欠乏

を祷ぐためにビーカーを拝1レ1た。

器を逆にした状態で約10酎踊たってか

らせれぞれのビーカーの中のりんごをと

りだして，勲していなかったりん加味，

色を比紋してみたら，第I，第Ⅲ，第Ⅲ

の鳩に熟していた。
このことから，熱したりんごがあると未熟をものの勲しかたが，ぼやくなるということが，わ

かりました。そして，次のようを疑問が生じてきた。

1）果実以外の植物の器官に対して影響を与えるとするとするたらどんな影響があるのだろうか

ニ）果真のどの部分に，その増車があるのだろうか。

5）このようをりんごの作用は，何によって堪こされるのだろうか。熱したりんごの，呼吸の

塵巨しる熟のためだろうか0それとも呼吸によって・生じるe02のプめか。何か革別使物質が

あってそれが熟し．たりんごからでて，他げ）未熟をりんこに働くのだろうか。

つ発熱たりスノごにみられる変化は，どんたに！て匡こされるのだろラか。

1）につレーて

りんごがコマツナの種子や，発芽で，幼

j骨7ノTC二つ生長に対してどつよが鷺額を責

えるわを，見るために，（A）コマツナ

プ‾）樟子を，シャーレに入れし⊥1った川砂

Jてまき，いっしょにりんごを莱レ＼て．ヒ

ーカーで蓋をしたもの，（B）りんごを

入れないで蓋をしたものをおく。この状

隼で発芽をさせたところ，りんごとレ1つしょに入れたほうは，芽生えが太く好く走っていた。

同職‘こ，エソドゥを実験したが雷吉栗は同じに凌った。‾叉上方に向って伸びず，横に向かって

伸びた。りんごの，入っていたほうは，発芽の割合が非常に悪く走ってレ1た。

2）について
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ィ，りんごの皮をできるだ叶うすくむい

打もの。ロ，りんごの果肉だけ。 ハ，り

んごの碍子に分けて，1）と同様な実験

をしてみたところ，原肉によっで革もひ

どく芽生えの伸びが寿さえられていた。

りんごの煮たものにも，この作問があ

るのだろうかと思い，りんごを煮て，果

肉をとりだして，1）と甲様な等埠をし

てみ7－ら，：コマツナの芽生えは生のりん

ごのほうが，仲拝がガさえられていた。

3）について

果実から何か放射線のようをものが出て，これが鮎の不軌にあたっていろレーろ葱等三軍を与えるの

であろうか。それとも，りんごから化生的モ物質がでてこ九7）空気を伝わって，聴て影年を及

ほすのであろうオも

熱した。ん畢近くにを蘭，率異モノつた榊を。
んどふ、≒し定が略′へし，脚中に・

活性炭を入れてコマツナとりんごを入れて肯いたとこ杏が，あまり作間がみ

られず，こまつをは，咋長く，才っすぐ伸びも

よ′－て影響を及ぼすのは，化学的物質ぞということがわかる。

この化等：的物質は，水酸化カリウムとか，硫酸を用いで実験するとエチレン

だということがわかるのだ。（冬考管′笹による）

残念ながらここで失敗し，エチレンがほんと′うに含まれていることは，わ

からなかった。

4）もわからなかった。

作閂をう1日数l幼種物の長さ1

け描 画 A ガ中 可

こまつ可 5 日1 3．9恒 ㌃

もし何かの機会に，暇があったら実嘩Lで，エチレンが含ま

れてLへることを，確かめてみたい8
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束に掬する二つの失敗話

2年5Rノ粗末泰

今年も昆虫班は何も実紗をやっていたレ、というので，出ない知恵をしぼり上げた結果，ほん

のしずく程度の二つの賓験を思いついた。 今になって考えでみると，空想じみた実験ではあっ

たが，自分の頭で考えた′実験であったL，自分なりレ⊂「おもしろそうな実験だ。」フとどと思っ

たもめだから手がけでみたのである。 結果は次に述べるようを見るも無惨を失敗であった。 こ

ん査文章力為に「仁一こう」1⊃ぺ一ジ薮を無駄にふやすのではないかとはなはだ心配ではあるが，

他に亨くことがないこうで，・恥をLuつんで”書くこと堕した‾。

． T． i三・

〔購廿里〕…………食茸に関する試み

再現星こいつだったかばつき覚えでいたいが，ふと「喋の・食草”とは何を意味するのだろ

。
FLで，招叫塁11九た植物たけしか食べないのだろう。 たいでわの動物（・ま，か至り多種

かニー責′二戸∵㌧をで㌣べ三㍉1に：l……。」と幼稚缶疑問を抱レ、ためである。 そしで「ひょっとする

＿，モ‥て彗が良一抜としでい′紬1短rパ五分に，一定に磯値がある仁で淀丘かろケか。
たとえば，

空ん自甘ノ⊃一完． か近臣地に一定であるとか……。」そしで次に「それなら〔）○煤の食べるA

と、、1了豆‡茸と，それに似ではい・るが食任としでいないBという植物をつぎ水してみたらどうだ

ろう。 八・フン性三号とU急性賃を持ち合わせた柄物となった時，珪！ 三二Lで00環は，この節Lレ、植

言上ヾるたろうーう、。」と考えたlaである。

「こ′ナ「一法も、もしろLへ／！ よしやっでみよう。」と思ったところまでは我妾から実に立派であ
＼r
った。 ところが植物に関して注全くの自壊である0何をA£痢物に，何をB軸物に選べばい

い亡′か全然わからない仁一である。 又，それがわかったにLでも，ほたしでそれかつぎ水できる

Cつか……。 ああたこうだと言って止みでも，植物に白痴であるがために，せっかくの恩いつ

‡も無駄になっでしまった凸である。

ところが最近になって，図書室で「日本植物成分表」という本を兇？ けた。 「これだ！ ！」

と㍊つ丁，すぐに借り出して調べでみた。 「まず手近をところから。」と思い‾，モソシロチョ

ウを調べることにした。 モソソロチョウ紆食草の成分を書き写し，またそうでないアブラナ科

の榊物の成分を薯き写した。 そして色々検討しではみるけれど，何の一致した点も見られなしへ。

て麦だ全部は検討しでいないが慎目の前はまっ暗”である。
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〔失敗その2十一一一一一一一擬死に関する試み

これは最近の話。 教室の窓のところでノくダノくタして1ハるウラナミシノミを見つけた。 かわい

そうにと思い，手の車につかまえで逃がそうとした。 ところが，手と手の空間にLがみついで

いると思ったウラナミが手のひらに・ぶっ倒れ－でいる仁一である。 もちろん，にぎ力つぶすほ

どの力絃加えでいなレ、し，実際，蝶に融可の力も加えてい査レ池である。 たた，両手で珠をか

かっただけである。ところが現に味は死んでいる。 と思った瞬間，ウラナミは封かれた窓

の外へ，フワリとばかり飛びまっテしまったのである。 何のことは支い，あう小さな珠が自分

の生命を保つ為に死んだふりをLでいただけである。

「これだ！ ！」と再び思った。すなわち「胤は－少くともウラナミシ、ノミはニー外からの

刺激に対して擬死という反応を示す。 それならその擬死には一定凸規則はないだろうか。 もし，

刺激を2倍，5倍と変えでいったら，反応も2倍，5倍とたるむではなかろうか。」と，これ

も幼稚を推測をして，実験することに決定した凸である。

今度の実験はかなり面倒だった。 まず第－に，刺激は何で与えればいいか？ ということが間

魔に走った。そしでまた戒をしぼった。 自由に強まが変えられるものと言えば電気刺激である。

そこで，嫌に電気刺激を与えることにした。 そして，その為に自分で金網のカゴを作ったので

ある。一辺が15Cl花はどの立方体の甘組みに，銅線をグルグルましへたのである。 もちろん，珠

が逃げないようを狭い問かくで。

さでその中に嫌を入れ（ウラナミシ、ノミを使用），′右統計，抵抗器，変圧器などをったいで

電流を流しでみた。ところが結果は

電流 5 0 m A 1 0 0 品A
l

2 b o m A 2 5 0 lu A

反応 ナ三／ ナ　 シ⊥ ナ　　 シ ナ　 ：／

と夜っ千，嫌は何の反抗も示さず，ゆう然と銅線－電気の流れている－に止まっているの

である。二本の鋼線に同時にまたがつでいるのだから，当然電気は流れるはずである。 こうな

ると「ウラナミシ・ノミは250mAまでの電流は通さない」という結論を出さざる従碍なしへ。

いいかげん血にきたので，直接15Vを流すことにした。 こんどは，電流計の測定限度を越え

でいるので電流は計れなかったが，とにかく15Vの電圧をかけたのである。 ところが，ここ

でも粟は平気でとまっでいるのである。 射線は許容量いっぱいの電流が流れでいるからか． 吹

き飛びかげんであったが，かんじんの喋は・反抗ナシ′静

以上の実験で，少くとも珠の擬死の測定は電気刺激でば縛られなしへように思われる。 しかし，

「煤は電気に対してどれほどの抵抗を持っているのか」という疑問が新たにふえたのである。

実は，この実験の前に唇地先生にお尋ねしたところ「擬死という反抗の炊因に杖いろいろな

事が考えられる。例えば，他覚であるとか，圧覚，祝′私あるいは化学的刺激にょる臭覚など

があるだろう。視覚と言っても，明暗なのか形状をのかでも違うはすだ。 あるいは′塩気的な刺

激もあるかもしれないが。」とのことだった。 それを闘いで，自分の単純すぎる判断力が悔や

まれてしょうがなかった。 注）化学的刺激とは薬品のにふいなどを与える刺激である。

・－27－



もし，このいずれかの刺激に対して，あるきまった反応を示すとなると非常におもしろいこ

とだと思うのである○そしで実験ののもあらためて「擬死とは何ぞア？」と考阜ろのであ

った。

好 碁

r以上二つの実験は，いずれも失敗に終わってしまった云アイディアが‘‾あまれにも喫飛‾七あ

れまた夢みたいな話であカ，また単純夜判断を下しでし喜tろたので，こ－め・よ‾写夜紆菜にな

ったのだと思うが，．
それ喧しでもこんな無惨を失敗とはいさ去力高一ヨニ・ッう料完養。 や踏カ，

どちらか一方は思い過になってほしかったのであるが，し、よせん供が． ウメ．タ′軸クしこでも

どうにもならないこと。 残された実験も確かめね彿ならないのだが，・与れ待いカげん投げ

だしたく夜っでくるのである。 ‘’1L

最後に，もしこれに関する実験がすでにをまれでいたら，御教え腰． い養い。自分で噂のは

柳化したくたっても，やはり気にはなるので‥・‾・・∴‥。

布計採　集旅　行記

一28－



※・写真説明布計旅行・最後の日・布計小㍉掩校庭にて

1年2昆宅間久美子

8月7日，7時鹿児島発。 屋すぎ到着。 宿舎の布計小（中）学校一重で歩hて10分。 前日が

台風めため，未む枝が折れ，木の葉が舞いちりだいぶ荒れていた。 周鳳を山に囲まれ谷川の水

濱だけカニ響わでいた。布l計虹鹿児島塩の北部にあり高地のため姓だ寒く感じられた。 この日は

女子は今員残って夕食の準備，男子のうち数名絞近くに採集へ，先生と0日の人たち4人が先

発隊として明日叫采集地の調査に出かけられた。 その夜は明日の準備などして早めに寝たが，

皮すごく寒く眠れたレ一人も数人いたようだった。

8月8El時撹床朝食後，水俣市羞渡中学校の城貢先姓を迎え，採集につレ、ていろいろ

乃注意Jき，地形につレ17∴♭話を伺う。先生は布計付近色シダを専門的に採集されで払、られ，シ

ダ柚物に天変詳しい。8時すぎ先生を交え，金員採集へ，鋸勺地は熊本糧との県境付近寸でと，

もう1つ應天狗岩，まつ採集しなカニら県境へ向かう。 成員先隼に名を尋ね，説明をして∴′1ただ

きたから採集してゆく。 シダにはそっくカなのがノ多すぎて∵／ダを見

る凸に大変苦ろう。そうLで採集しているうちに昼少し前，熊本県との児餌へ着いた。

とこ射射柏を1されて∴か，それが大きくなり，何かうっそうとした感じだった。 それに間の

支流の源にもた力水がきれいなので用意してきた飯合炊飯を行い，昼食とした。 ここらて∵∵た，

hくつかのシダを採集し，帰路についた。 掃射ま途・拇、、ら天狗岩に登ることになって完4，才

技には2・－3人帰少残り比全員′登ることになった。 道がなしへようなところを登る¢」で相当lきつ

い。しかし台風のろとノ望んで大きな木などが佃れでも・生来に上にあいつも採集でき・ないコ

ケ類が採集できる。珪しい桂滋が多かった。 天狗岩は捺云769日Oで実際登るのは200111

ぐらしへた。道がない凸ですレ、ぶん高くまで登ったような気がした。 頂上からの眺め止ずっと山

また山たったが，天変そう快だった。 頂上付近には，下には夜い珍しいオサツダなどがちった。
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この夜は最後なめで皆楽しく過ごしで

いた。

8月9日＋（ニ止り二iご長巌。 言所か寺

前9時ごろ出るので，朝早くから掃除

をした少，片っ汁に忙しくて，採集は

できなかった。 この二日間で昆虫塊も

植物磁もいろレlろ採集したが，水産竣

たけが目的色サンシヨウ敗を採集でき

ず残念そうだった。

このように採集してみると学んだ事が

、、ずいぶんあった0それに気付いた事も。

シダ三旗はしめカ気のある日蔭などを，



再∵し′で肯つようだ。美襟そんな所にシダ滋は多かて，た。 これから染集たさる人のため，城再莞

霊1ら教わったシク漑こ弔圭のし方を，ちょっと華結準守

等二子巧むつわたも凸。

脅1▼乞三了－’1ト！⊂ノ巨と好寸票1二がこい。

芝生辛」＿、ノュこと－崇‡，水餅一多少棍芸凸状態，現〇比九広が方叛意し採宗す

． 七〕ロ

す〉想葦をつ・．丁上方がこい、。とれない苺技芸部萄つけねからとる。 烏片を薫とさたしへ〇

⑤前出！ 野里。 ビニール袋を持参する。

布計付近凸主たシグ九

二トング科

イノデモドキ

‘イノデ

フナノとクジャクシダ

オトコジグ

ヤてヤブソテツ

ナガサキンダ

へラシダ

イ　ワへコ

ゴノミノカナワラビ

にカゲノカズラ科

ト　ウゲツノて

ナヤセンソダ科

ヌリト　ラノオ

キジノオシダ科

キジノオシダ

オフナキジノオ

クカサゴキジノオ

シソガシラ科

オサシ′ダ

シソガシラ

シソラニ′科

シ′・ン′フこ／

ウラボシ科

タカノノ、ウラボシ

イ　ワヤナギシダ

ヌカポシクリバラソ

ホランノブ

辞：手：「、、すキ1七ト1蝉：－：i：∴

：°：
竃

。
普

：‡：
‘§㌦

10月中旬，ムラサキ二十モト二ノ花か＿二′年－I．主点C二描昔二日1、へ′j、

て立花，花aよこにはかしわもち′二，よう女形′〇かわしへし′、つ拝み

、までかついて。オモトと同じ仲間だとばかり思っていたこの植

物も調べてみるとソユクサ科の植物であった。そう思うとたる

はピッユクサと似たところもご＿ちる。花たどはちょうど遺ばたで

¢　よ－く藁か′ナるふつうのツユクサの苫叫抽司じだ0

iii喜≠：‾

こんた柄物にこんな花がと，なんだか富工られなレ㍉こう六㌔

・－30一
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∴
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・こ．． ＿‾】ド

シシガシラ

・笑葉も浣告

オサノダ

羊歯植物

一夏休み採集旅行よ少一

5年9Iも芝原守夫

19占5年8月6［1

大口子持謹摩‾市計

啓二出先堅

城すう先生

‾大鳥正行

‾上水
．

こ

柄物王道

SL＝」＝－irJPLerisil主PuHica Clこtjn∠e〕Hnkコi
Lしこう：しノら科

StrL1111iGPLcris aHul）lIis alaトこi110）（JhlIlよさ

・ソシガシラに似るが小型で告崖に羞生し，娘芸はばらばう

・天ぐ告○頂上近く凸岩崖にたくま／ミノもった。

LL・ろ：しら宥

県下£′二浩二カ所！て分布する。

ヒメムカゴシグ　　　　Str」＝1iU三つtCris　コllabilis　酎コki上－0）′川lヱ1g

車用凸中へ上部にづこきた仔芽が守一ろ。
！′つ二二）1． とそう右

・遠肯満雄瑠端声琳n・やて小二た流れにそって鮮生してレゝた。

・京邦府（丹技〕長老浜・三射出封霊付近・jJJLH封裾＿爛有林・高知以来告と有言だけ

に分存している。

ホラシノブSpllCJml1－CrisclusJHこ軋． 〕（〕（」fJCl〟

イワへゴl）rさ一〇HCrisこ1日∴・い＼＼’こlli言（‾Jlli三㌢1、、－ノ・㌻r

・：青葉も採蕉′． テ1rl‘一

オオクジャクシダDryOPトeri己JikhlSii住一1r． ctsこ1V． 二J（∴（刃1r．
－むしだ科
・・イワへゴとn区別は，イワへナ甘黒カノ色から光沢凸こらる黒色凸リンベンをしていて

岩出があらく，オオクジャクシグ甘茶色nリノベンをしてし′、るから且わけられる。

ツクシイワへコ　　　　1’）r TofHcris cDl1mli二Ha rllagalVa

・イワへゴに似てレ1るが羽片の数が比較伯に少まく，羽片の吐捗広いようである。

ナガサキシダ

・　一児するとイワガネノウやイリガネゼソマイに似ている。

ナガサキソダモドキ　　Dryopteris Lo）131110e TagaヽⅤコ

ー31－
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トウゴクツダ　　1）ryoPteris nippor】CnSis Koidz

。べニッダに非常に近い種類である。

13－トコシダ10号′・stic1－OPsisas轟むnica璃1h血1ラーチ‾TagaWa〝

中国地方西部・紀伊半島e四向・九州にまれに見られる。

コバノカナワラビPoh－sLicI－0三つSispsel－do一己risJaHag）1113gaIlra〝

謡いカツ色凸リンペソが中軸，羽軸，葉脈にまでついている。

キコズミヒメワラビLHcllitismaⅩinowIc云tana．－（hIig．〕Clliェ1g〟

。別名ソラガシダ

ヤジてシダ（汁さ1°miuI11bahnSae（Cllrist）（ユChr

・王狗岩から下止するとき林の中で採集。

広島原山告畠（斉鋸射ノたといわれて∴ハる）長崎，佐賀，熊本県南部，唐崎只南崇，衷莞

信正の山地に点られる。

イノデや01ysticl一LlmpOlyblcpharum（Rorrl）Pr．

イノデモドキ1〕0年sHcllunltaga、ⅤコIlLKuKuraLa

サイゴクイノデPolysticl－umpSeL】do→lakil】OiTag訂Ⅳコ

・京了面こて光沢がたく茸緑色でリンペソは黒色。

キョズミイノデPoIysとici1日間kiLISiuenseT3g∂－Ⅴコ

。イノデモドキとサイゴクイノデの雑だ

－√ヤ／ソテツVar．cliricola（hakLno〕rrng3、、′a

l三、ノダ（Jyc】osurusacull1inatuS（Hutt． ）Nakコi

、，，－：ノノミシシラノVitt∴lriarudziIlOiMコkhlO

－ランI．
ycofJOdiunlSieboldi「廿厄

〝

〝

LLらん科

ひかけのかずら科

天狗告へ〇登山口で採集した。 台風む後だったので大きな倒木に着いていた。

キ′∵ノニシダPlagiogさ‾riこ11aPonLCaNakai

・班緑波状であるがオ∵オキジノオわも乃よ小さへ。

．
Fノ二千ノノ∴一PL漂い⊃よさrJ、111二日∴1つ＿1日出しJJ

オオキジノオPIagiogさ′’ria・eLl封1lcbiニー（KullZe〕ヽkH

・辺帯が波状で箆へいくほど大きくたる。

きじのかしだ科

クカサゴキジノオ

′1・‾．二．∴・

オ‘オ　キ　ジ　ノ　オ

一32－



タカノハウラ：ドッ　CypsiI－uS Cngleri（Luerss）CDPel

ヤリ／ホクリノ、ランCoIysislVrigIltii（鈍コOに． 〕ClliIk

・　胞子葉だけがとくに長い。

マカニだシクリハテン

イワヤナギシグ　　LoxogrコnlllC SaHcirol‘i3113kh一〇

・　サジランに似でいるがリンベンが赤カツ色に近い凸で判別できる。

カニクサ　　　　　Lさ’gmH血11Sl、7．

うらほし科

／／

ふさしだ習

コシグ1）icraIlOPtcris〔HchOtOl11コ（rIlhunb）Hcrlll1うちしろ召

ヌリトラノオAsPごni1血11IlOrt：1こiiLl）C）nちゃせんしだ手！

今度の採蓑旅行凸上］的地が決まったとき「布計」は私にとって比じめて聞く地名だった。 だ

からここl地方にういて下調べをした事や感悪を少し幸いでみたいと思い受す。 布計仁一ン〆を知

るのに何か役だつと芳し、まナ。

布計凸駅杜夫［二1盆地の中心地大仁絹から山手津で5つ目の′j、さま駅であるが，この天H地方

は県下でもシダの豊富な所である。 ［1本列島からみると南方にちるが本良では北プ声こちたる。

「鹿児島山北流境目といわれるように冬は非常に塞く降雪量も多し1。 だからジグについて比況

帯から亜熱帯（二，も仁が分布している。そ血中には世界的にいって珍らしいものがある。 ノ、ツキ

イヌワラビ，イサワラビ，サツマクジャク，ヒサツイヌワラビ，ヤマナカシダ査どであるフう：，

叉，［］雫でも珍らしいもCDとしてサツマシ〆，l手メムカゴシダ，カラクサイヌワラビ，ムラサ

キべニシダ，ヒサツイノデ，ナガサキジグモドキ……全部吾へたら二，三十になるかもしれ

たいし，今からもどんどん発旦されてレユくと思う。

」二に述べたように布計は甥んほばかカの盆地から山の中へはいった所である。 一時は金山で

知られ，開発された村で為るが，現在焦採柏を休止してレ1て，ややきびれた感を受けた。 周L田

牲山々は70〇mへ－1（〕COIT一に近く，原≠離樟二見られる。 山中に守よサソショウウオの生。 私地

がお力，ムササビとヤマネもいろらしい言叉，ランの持類も多い。 革に「、ェビネ」正今腹叫烹

、．、‘・∴1†二二∴∴∴＝－
′ヽ一〇

意次の貢〇地戻昔津はされた域筒先曇三がプリントしてくださったものです。 先生ト江㌫′雄月，

布訂のシダを研究たまっていらっしゃい竜す。 採集凸時，色々山弔描湾をいただき‾二した。

ここであらためて，ヱ弓L申し上げ’ます。 この地図l：：こ了信汁Cコング6分了1iをよくユらわして∴ハ

ますのて理解するわにたいへん役立ちました。

－33－



薩摩布計のシダ特種分布図
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採策地伍）榎近の主か撃

ヒメムカゴ，シ：グ

オトコシ〆

オニヒカゲワラビー

アラゲミノシダ

ミサキカグて

揺長池⑪付点こせたシダ

イ　ワ／＼ゴモドキ

クニイヌ　ワ　ラビ

キヨズミイノデ

採集地（む付近凸主なシダ

ヤてドリゼニ／マイ

ミ　ヨズミイノデ

アリサニ／イヌ　ワラビ

ソ．クシオニケクジャク

採集出　世　付近の主なシダ

オサシダ

ヌカイクチシノダ

採其地　軋付近凸主差シダ

フリサソイヌワラビ

ホノノミイヌ　ワラビ

採集地⑦付近の主なシダ

ックシオオクジャク

ミ　ドリ　ワラビ

汁こウノカワシダ

ニ／ロヤてシダ

ワカナ三／ダ

ポノバヤブソテツ

ナカサキシダモドキ

キヨズミオオクジャクの一望

イ　ヨクジャク

スカイ　タチシクモドキ

オオフ、ノシダ

カメイノデ

ヒに「ノヽノイヌ　ワラビ

ユノツルイヌ　ワラビ

ヌリト　ラノオ

フオギイヌ　ワラビ

アオグキイヌ　ワラビ

ヒロノ、ノ　イヌ　ワラビ

キヨズミま∵オクジャクCD一型

ツクシ′イ　ワ／＼コ

ーJ5－

ミドリカナワラビ

：／て二／ロヤてシ′ダ

ックシイ　ワへコ

クスヒメ　ワラビ

オオク、ノヤクシダ

ニナニ　ヒカゲワラビ

ムラサキべニシダ

フジシダ

メニイヌ：7ラビ

カブクサイヌワラビ

ヒサツイヌワラビ

ミヤジマシダ

フケイヌ　ワラビ

トゲカラクサイヌ　ワラビ

丁イノこてイヌ　ソラ　ビ

ワカナシ′グ



歓迎遠足

（竜ヶ水～吉野）

2年1R，野添真知子

五月・・・・‥・‥・

新入曇三凸歓迎遠足。我々の後輩ができた。 どれ，今庄は大いに先輩面をして指導しよう0日・・

たんて思ってたDに，何と一年生はたったの三人。 ガックリきた。 が他の人達は一年間しつか

カとチームワークをくんだ人達だ。 かえって安心した。 新入生が沢山はいったCうにもかかわら

ず三人と出立しい気もする斜，まだまだ採集技これからいくらでもある。 この裾こ期待を：ノかけ

て‥‥・。・ロ。九時す㌢茜駅を出発した。 約20分後に竜ヶ水に羞く。 二人自転華でいってみ

：・lこれだが，や蛙畑汽車には勝でなかった。よくよく30円凸お力がた濱が分ったとか。 （少

′当は1）て出たにもかかわらず。）

鵠迎遠点た凸で，ちま封畔主射ては立点をおかたかつたが，それでも隻生山説明比できるだ

け黒亡，知っている値拗C，名はすべて∵一年生に教えた。

二三ザ竜ヶ水から吾野に莞牒コースで，入口桝田こあら‖つくも凸としてムラサキケマン，

イラクサ査どがある。 オドリコノウは花（うすもも色〕C∋か，′1頃島イラクサととてもよく似

てしハ・らけれどもイラクサに′」、またトゲがあカ，さわるとイライラするようたので区封できる。

早く一年生と仲良くなるために，できろだけ一緒に歩き，話を多くした。 膏子にすわって※T］

：′うー．いちってし1た凸で性，とてもこれほど親しく焦たれたいたろ。 共通う興味ユ話に接を咲カ

せ，一緒に伯擁，昆虫たど採ってこて餌」する。一番現鋸現法ではたいか！ ちょっと景しかった

二3こ‾1，歌が少妾かった事。去年私が－牢の頃はもつと歌をうたい，白熱に歩調もらって快よい

気持に三：レつたいうだ。それが少妾かった。 我々うそうしたけれはまらない・立場だったが，歌い

だ∴てでも，籠鐙出た－，′へことにはどうにもならぬ。玉では今年凸一年生音痴か方？ （ゴメソナ

ノーィ。）吉野5ゴルフ場の土手には，ニワゼキショウが，lみごとに咲いている。 いわやる人

：工点在美て止なく自然美で，素朴蛮力∴㍉石。ゴルフ場となるエーも一面で放たい事だろうが，弘

∴昌告したい宣告て⊥・ニてこFはこい甘＿信㌦∴芝生一恵と結する〇五惜しくてた1らた十一。ブノレトー

÷ノーー¢肯ニ′つ／てくる。ちゝ，ここも開墾。 平らになって∴ハく。思わずため息がでてくる。 碧少

ニーこくともうれしそうた親鳥していたカった。

雨がばらついて玉たわで忠一Vへでち一年た。いつも売がら下狛ま早い。 上る時はちんなにフーフ

ー諾ったところかコに，下る痘蛙朝ニriまえ。 少々くやしくなる。

いつものコースだっ7こが，去年新入生として初めて採告に参加した気持とだいぶ違った。 知

らをレ1人選ばか出こ踵巨至れて来たあの時は，不安で，と，同時にすごく印象深いものだった。

今一抑′こまた，あの三人も一鉦そらくこんな長瀞で止ないだろうか。 ‥‥・・と自分走力に恩い

ためぐらして函駅に向かう汽ヰ汗こゆられていた。
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大島・沖永良部採集記

2年5Iも粗末車

今夏，前々からの念願であった大鳥行きが実現した。 I］的l∵相方克つ罠頭採井で去る。 竹に

イワカワシノミ・スノグロカバマダラ・メスアカムラサキ・ア云‾クテハモドキ・アカホシゴマ

ダラ等はどうしても托しかった。 このような大きな夢む持って船に菜力込んだ色か7月21日，

すなわち，夏休み第－［‖］であった。そして十昔時湖も怨に揺られて，22日の午膏7時頃名

滝に着いた。しかし，絡砕hCと帝と′こ，言葉L‾塁！二∴、た′つは∴真紅右JJだノ∵と。そりHエ隼封は1

漸市内を採集して歩レ、た。しかし，－「jに採告すると言って㌃㍉全く㊥未知わ土地であるが為

に，どうしたらいい凸か全然わからたかづた。 そこで大鳥高校にI生物嵩へ措かけてか話を聞く

ことにした。そして：そこで大畠高校生物霊短吊の大野忠生に幸全車してこ崇七つも・話を出し1た。

その結果，近くの川沿いを採呈して歩くこと：二技法イ二。

25日は龍郷村赤尾水へ出かけた。 ここ∴Lアカ；・iてシゴマプラが採れるという（⊃で，相当張力

切っていた凸だが，案に反して何も採れた：三′・lつた。焦るか兢上米ソてべニチョウを薮頑，アカ

ホシゴマダラをr一頭臣事したにとど、ま？キム≡手工昌′二採れる雛鳥アオスジアゲハばかjノであった。

時々クテハモドキなどが見受けらまノしたフ㌦希望が大きすぎた為か，少し採最すみ気にたら恵

かった。結局ここでは目ほしいもめは何もノ三‘：かった。

24ロは住用相見里へ出かけた。 ここでもクテノ、モドキとアオスジアゲハばかカで，ナごく

がつかわした。稀にッマべこが飛んできて二． も手信二ドロだロ・であった上海」二を飛んでいた少で

何ら縛るところがなかった。 持問があれば，住ノー；紺沿レにイワカワシノミを捜し：ノこかったカ㌧

ノ1スの関係でそれもできず，見里・東城・点仲机を歩いたにすぎなかった。

そしで大島本島を去ケ，沖永良部へ向うことにした。 沖永良部に向って出発した盈が7月25

日朝，羞レ、たのが2占汁午前五時頃であった。 これからの数日は沖永良部で存分に採集して歩

レ、た凸である。

27日は如霊町の鐙乳甘までのコースを歩き，ツマべこなどを採冥した。 鍾乳i酔二，大仁－」拍近

にはギヨ汁、クが多去られ卵もかなjつ多く発見きれた。

23日ま知案町田皆へ行った。 ここは二／ロオビアゲハ． ・ツてべニチョウ・ツマグロヒョウモ

ソばかカがやけにウノヤクジヤしてし1た。 しかし，シロオビアゲハは不完全をも正，ばかカで接

木としての価値がかたカ薄れているように思われる○ここでもツてべこは豊富で，rI憶缶用

（名前技不明）の近くにはギヨポクの林みたいなものがあお，そこで技常に十教頭もまカが飛

び交っていた。

29日は和泊の去地相近て採集。 こゝではアオクテハモドキが天発生してかカ，採ろうと思

えばいくらでも採れる状態であった。 又，この日は和的小嘉で半日程r崇待ち』をして，シ仁∫
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汁ビを多数採焦した。夕方近く再び姦通に出、ふけ養転’Lゥスイロコノ定チ這クを一頭採集した。

－一部放抗してはいたが，これがクスイロコノての唯一の採集品であった。

そして50日に沖永良部を離れで再度名瀬に渡った。 その後8月1日まで名瀬で過し，2日

に出兄鳥に掃った。

鵠二週間ほど採集した別には何もとれたかったが，初めての長期遠征旅行でもあったし，色

々と予備諦念が不十分であったために，行きあたりぼった力む採蓑常去った。 来年はこのよう

‾㌫拙技できた1だろうし，せつかくわ計面が満足に実行できなかったのはいささか残念でも

・二、：7こ。
点校に，ここに大島での採集品缶報告をしておきたい。 摘撃地も含む。 ）

〔ソロチョウ科〕

モ二／シ′ロチョウ

キチョウ

ツマべニチョウ

〔ァゲバチョウ科〕

アオス、ゾアゲハ

ナガサキアゲハ

ジヤコウアゲノ、

シロオビアゲハ

〔メテハチョウ科〕

ルリグテノ、

ヒメ了カグテノ、

クテハモドキ

了メークテハモドキ

リユウキこしウミスジ

ソマグロ7二三1ウ・た：／

「了ダフチコ顆ト〕

カバマダフ

〔ジヤノメチョウ科〕

クスイロコノてチョウ

′しシジミチョウ科〕

ウラナミシ∵ノミ

アマミウラナミシ∵ノミ

知名町書聖

沖永良部各地

知名町鍾乳洞・闇皆

大島・沖永甘酢各地

沖永良部各地

知名町鍾乳洞

沖永良部各地

和冶・知名町田皆

那泊

天産・沖永良部各地

和泊

ナこ島・沖永良部各地

ナこ鳥・沖′f川・「′く二一ご’T
、＿、・、14－J・ヽ．

大島・沖永良部各地

′和　　　泊

和　　　泊

和　　　泊
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なおシ、ノミチョウに末同定のものが十血あるが，疲抗がひとく同定は不可能と思われる。

又，甲虫類，革にカミキリムシが数種あるが，これも末同定の為にここに報哲できなかった。

それから，出発前にお世話になった大口市教育委員会凸真先生，大畠高校の天野莞生，な

らびに沖永良部で偶然にも一雄にたら三日制まど同行して∵下うった群馬大医学吊C二，加藤先

生，その他，多数の方々の御教示，天変感謝して巨カ． ます。こゝで厚くお礼を申し上げます。

奄美北部

ぐレー〆「へ√己
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東仲間
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1
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東城

怒＼／‾ノ
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r串木野採集記」

2年5n山下誠子

9月19tヨよく晴れた日。 7時17分に西駅を出発して串木野へ行く。 8時を少しまわって

から串木野着。そこからパスに羽綜主で乗るい海岸に沿っ豆行くあて窓から「あこう」が教本

見えた。磯のよカも又，ひとまわりヅこいよだ。 10時50分に羽島に着き，ククシーに私

達5人をつめ込み，鬼パスの池へと向かう。 途中で目C）よく当たる斜面に苦い朝軌の消音を旦

た。彙C⊃色も摂い。 野生のもむだそうだ。 12時頃，第－の湖（小比良池）に羞いた。 融とい

った方がいLへかもしれたい。樟近くにオニバスやヒメシ′ロアサザが薬を光らせて∵，つる。 ヒメソ

丁コアサザには白い小雪を花が咲いていた。 オニバスは時期が少しずれで花はなかった。 直径は，

20m、dOm位だった。 大きい缶になると這径1mにもたるそうだが見あたらなかった。 表

証にも嘉にも鋭いとげがある。 裏は地図のように葉脈が突詰召して，色も薄紫で気持が慈かった。

圭いオニノごスは弄げえのヌ又菓Cこ，ようにしわくちゃだった。北元さん達が写鼻を振っている間に

ネコノ、ギヤイヌガニ′どを採集した。

もつとづこきいハスかないかと第二の湖に行く。 前のエカ大きな湖で長く続いていた。 オトコ

∴ンヤメガルカヤがあった。 細〇北膵を行くと，ヒシが水面に繁茂Lでhた。 黒い実が浮かん

てこ二、て早速拾った。そこで′描封がたずれてノ、スは、たかった。 残念。 お昼をとって，パスの

主上歩き出し1二。 遺・乃右にナノバンギセルを尤つけ，ススキごと取ろうとしたがだめだっ

た。海岸近くに来て，グ・ヌキてメを採塵，タヌキこうようた色め柔らかい毛瓜実かつし1で、へた。

サイ‡ランプ㌧げミも’揺生した。花が咲いていたが，これは接客にするC二ノに苦労した。 砂浜でネコ

ノソダ上危つけた。脚′ここ亨わるとげラげラする一二，でこういうそうだ。1時フ旦ぎにバスに乗って

川舟へ汚さ，川内から直通で帰ってきた。

：採焦した植物：

アカノ；ナ科ミズユキノシク

′。 rノ・ノノノノ．J‘lタ，ノiノJルカヤ

エゴノキ科エゴノキ

オミナエツ科オトコエソ

クデ科キンミズヒキ，ホソバノウナギ

ソカミ

ニッキギ科コクテンギ

ハてウツrjf科ナニ／ノてこ／ギセル

・Fl‾　　　ク　　　科　セソタングサ，ホウキギク． ヒ　ソ　科　　　ヒシ
°

キツネノ　マゴ科　オギノツメ，キノネノてゴ：マ　メ　科　　イヌハギ，シバハギ，ヌスビト

クロウメモドキ科ハマナノメ

サタラノウ科オカトラノオ

ンニソチ：了クゲ科イヌガンビ

スイレン科オニノごス

ハギ，素ソバタヌキマメ

ユリ科ツルが

リンドウ科ヒメソロアサげ

。オイラニ／アザミ
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文　化　祭　の　報　告

1年dn天重緻

菊の呑カただよう秋一日，我々の鶴丸高校の文化祭が開かれた。 今年は鶴丸高校蔦設立以来

七十年を数えて，七十周年記念にふさわしい文化祭をやろうと開催者は意気込んでいた。 さい

わい七月に新築落成した体育館も使用できるようになった。 体育館は催し物の会場に当てられ，

理科教室は文化系クラブ凸展示会場に当てられた。

我々の生物クラブでは，次凸ような作品を出品した。

◎　血液検査と献血運動に関係した映両「誰かの合が」の映写

◎　植物班から，焼物叫申し花標本，揖微鏡むプレ㌧ペラートの展示，一スライド映写

◎　昆虫班から，昆虫標本（特に喋患）

ta　水産残から，貝類叫票本，海凸生物のフォルマリン標本，メダカゐ眼球運動反抗

それから見学者に記念品として，

（つ　値秘技から，葉脈探本

ここ　昆虫盛から，淡めリン相克写むしも、カ

つ　水産班カ、ら，小宅充てスコツりもがら

などであった。 当［‖て注崇し掛急最中に見学者が，入：上三三ち蛮力現われ，特に血絞娘

蓬の会場で住人が黒山に）ニこうになって，在だ宮津をJh圭． ふ予でリ∵∵㍗∴た。コ女工阜字方も昨牢

凸先輩の注意事項をエく守ったので，失敗という粟蚊性あてモカたカ、つとように思わ九た。

映画の方は，朝，映写時間がはっきりしたかったせ、’ふ，． ′4薫Uvへ、ように思われた。 捉か

らは腰講に行ったが，映商終了旋スライド映写て変わる間が二享つノH・－・づ1へ

水産踵の展示の方は良かったと思うが，フォルマリン筏昌一二JJレべノレフ三言丑っうつ＝ノていない物

もかった。月の標本には世界の只つ分布封がはしであるともつと良か？ たわではたしへかと思う。

昆虫斑の展示はたいへん良かった。 窓が近かったせレ、か翳三〇羽のリンはカニよく光力自然美を

美しく表現してhるように思われた。

捕物簸ては，植物標本の展示がただ庇が並べであるように思われたCコで，もつと八日をひく

ようにテープや，リボ㌧／などで飾ればよかったのではないか。
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スライド映写では，テープレコーダーに説明をふき込み雨面を説明し，説明のあった部分を

棒で拙描したら，もつと良くなァたりで特車り軒と思多○吉

文化祭（つ反省会も一週間後に開かれたが，その席上もつとも問題になったことは計画性が

たかり：ノこことカーあげられた。

こご∴′Lについで凸いろいろな案が出たが，痕本的には個人の自信と計画をもってほしかったと

うことであると思った。

末年；ら我々一年生が二年生の後を引きつがなければならない。 来年は今年揖」二〇〇計画を

で文化祭な成功させたい。
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生物圭点前にコニ′クリート貯水悟が並んでいる。ブこモモ′′黒蓑に五スイレ

ン㌻材かえである。夏になるとどニ／ク自・⊃花力太陽にさぞわれるように杭

く。†臣○受′ノたか頂ままん－まるC二）水滴が一つ言甘色に輝やいている。控

を触れて：ケたくたる。

量．立・すぎると，相可乍用によるのか，花はまた太祖む動きと同じく聞じ且

じめる。このようにスイレンの花は私たちと同じように初に起き，夜は

眠る。

隋色水皆匡崇ミズキンノン「一㌢寸やざ十㌣空？一誉ひて∵‘1－＿トで－17一そ′・つ

根とレ、うめは，こむ植物が水生柄物であるために。スポノジ状をしている。

又，花鉦とし11）と名前からしてキン㌧ベイなどあま気持ち凸よいもめでた

いように忍、えらが，益に接からんや，ところどころに葦色凸かわ予らしい

花をつけている。以外である。

葉¢〕緑，花C現任，損の自 河　村　　り　え

・）rL或し′－し（※）へノ＼ノ憑し（Jl／慈工グ、、＿ク、）燕）へ＿グ）労い∫＼∫、）燕ヽcノヽ°ノ′
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文化祭：血嶺型判定結果

2年4Iも樺山博

例年，文化祭の主行事として行っている血沈型判定が，今年は血清凸都合で実損を危ぶまれ

たが，血波銀行の方々の御協力によウ実損することができた。 こゝで深くふ礼申し上げます。

今年は多数の受検者を望んでvlたが，血清不′是のた払断わらざるを得たいこともあった。

次はそ叫結果を集計したものである。 又，本校の最近も勺三周q結果及び全図の笹も記載した。
‘う

19占1・－19d5血液型判定結果

型
、、

19 d 1年 19占2 年 19 占5年 19 占4年 1 9　5　5　　 年 芸 i

可
可

1全

回

′コ
テ‾t7

人 数 ％

ノ＼車

人 数 し，．1 人 数　 ワら人 数 ％
リ］子

嶽 ％
女 子

数 誓，

A 占0 5 7 152 4 1
14 中

ノほ5　5 7 124 58 5 占 4 0 d B P d
t

5 9 き5 8

B 5占 2 2 59 18
8 3 ！22

1
8 0 2 2 8 0 2 4 5 4 2 4 44 2 4 2 2

l i
2 2

A B
2 轟

！
5占 1 1 5 0 8 5 5 9

】
2 7 8 13 9 14

l
用 9

0 4 5　28

1
9 5 5 0 1 13

i
3 0

1

1 1占 3 2 9 8
1

5 0 5 7 2 7 占1 55

I

2 9 i5 1

Hl
l

！1占5 レ ′i5 22

l

／

「
5 72 i

t
5占5

／
5 2 9

／ ′．14 0 ／
・18p

！／パ
i
l

l　 l l

テ：く　参考までに過去5年間仁血液型相互の萄係をたしてみた。

AIj

A＋B

AB

A＋0

ここロ1占

O B

＝ニ　0．4　8

A＋B A＋Alう

D
ニ＝0．15ニ＝0．52
A＋0

A－Alj
＝ニ0．7d
B＋013＋0

＝　0．2　0

A0
こ＝0．45ニ＝C． 59

一丸＋AB

＝1，2　2

Ⅱ＋Al与　　　　　　良＋AIi

＝1．8　0

AB＋0

－43－

AIj＋0

ニ0．91

ニ0．5　d

1さごノ封，男女間

叫粟係は1年

分だけでは明

確でなレー凸で

たさなかった。



数字の． ま〕草。 ごと

＿2年7R古川一別

〇月〇日，研究室にとじこもれ数字のままことをする。

至：≒首科一前貢掲載の「血液型判定結果」

まことに残念であるが，19占2年以降の受検者数と比較して19d1年のそれは，百余

人も少÷レ㍉したがって，よカ錆窓夜値を求めるために，19占1年の記録を私のままごと

から涙をのんで拾くことにする。 たか，かつ精密にするため，数値は人数を用いず，すべて，

告工」をもとにして行う。 そのようにしてできるのか，次の基本的な衆である。

喪（11東芝）

．′7ご

さ；＼ －‾
＼

る2 占う

I

d 4 占5

全 国

平 均

A 4 1 4 0 5 7 5 8 5 8

田 1 8 2 2 2 2 2 4 2 2

A D 1 1 8 9 8 9

0 5 0 5 0 3 2 3 D 5 1

＼ 年

型 ＼＼＼

全 国

平 均
占2 る三 占4 占5 較 差

A 　5 8 ＋ 3 ＋ 2 ．－　4
1 口 4

13 2 2 「 4 0 0 ＋ 2 占

A も 9 ＋ 2 － 1 0 － 1 5

0 3 1 し 1
I

‾ つ ＋ 1 ！一 1
i

2

圭よJ），較差凸もつとも小さいのは0型であカ，もっとも大きいム融上空で黙る．
。
だから，

鶴丸高校生凸0型恨ト十壱した動があおB型はわ出て変化があるヱ∴′1えるだろう。

－；て，

A
l′t、ePorL・l「予ABに関するままごと

L ．t・・、、、
4 2 4 3 占4 5 5 校 内 平 均 全 国 平 均

巨 し主
1 1 8 9 B 9 9

「一．人

ら
1　　－．‾一
； jj

2 ．2 日 1．8 2 1．占8 1、5 8 1．8 4 1＿7 三，

i

0
1もcport． 2∵こ「に関する－ままここ
A十日

＼

＼
＼

d 2 占5 ‘4 4 5 盤 内 平 均 全 国 平 均

0

．．．一一．．一一一恒 13
0．5 1

I

0 ．4 8 0．5 4 0．4 8 0．5 C） 0．5 2

i

ー44－

左表の校内，全国平均よカ

A
‾首≒1・8

左表よ少

したがって

0
主＝＝0．5

A＋Bt

A＋B

2　＝0 …・（2）



Report・5恕箆，碧舎欄す堅守ごと

占2

i

d 3
巨 4

占5
ー 校 内

平 均
全 国
平 均

A 十 日

A D ＋0
1．4 4 1．占う 1．4 4 1＿ムー5 1．5 4 1．5 0

A ij

l A ＋ I‾3

ロ．1 9
巨 5

1

i
巨 5

0．1 3 0 ．1 5

1

C ．1 5

1

左表よカ

A＋D
AB＋0≒1・5

したがって，

品判15

」∪⊥ ×　 0 －　 A ＋ B
A ＋1亨 1 －A 迫 ＋0

‥・・・・は）

r銭（2），伍），いずれも，決して雷に成立する式ではない。

しかし，我々L二重校の「算」が，全日わそれに近く，そこから生まれた関係式であるから，血

凍型に訂して，特定でない，ある集団からででく有価粗野相互の関係も，私凸「いつ凸まにか

できてしまった関係式」にほほ近－． へたろうと確信する。

ところが，「大町血液」吏実験佐用は容易で充レ㌔人間の血は，それほど親繁に震鞍室に透

らニ‾九る√ヾ賀○のでたレからだ。 ニJこから，この「ままごと」山本笛であるところ凸「たせ

こむようた関係か成立するか？」についてこは，まったくの末誼に終わってし、まった。 しかし，

又しつつの機会にか‥e・・。 と思う。 さて，もう一度……。

上川・AA聖＝。 Al加A＋B

5132A＋BAlj＋0

このうち一つでも，「正当な証明のできる関係」であわせすようにと祈り妾から，ままごと

を箔わカ，何か棟くたったような気持ちで研究室をでた。

掛値J＋舛り上　し裾＜／≫紙、八八八㌦、／′の
クローノくの花というと白い花を想像する。 きっとシ′日ソメグサと

いう別名むせわたろう。 ところがも、どろくたかれ，私たちひ学枝の

クローノての花杖桃色であった。 ′？カーU童ぐか「薫るとレンゲノウも

花が一面に咲いているように見える。 また，そ色花だけを見るとセ

ソニチコウのまんまるい化に似ている。

これは後になってわ：かったことであるが，クローバーは白花をソ

ロツメグサ。赤花をアカツメグサと言う。

だから何もかどろくことはないようだ。

ときどき四つ葉のクローパを捜している人を児うける。 ふつうは三

つの集をもっているが，たまには五つも葉をもっているかわ少もの

もあ少，おもしろい。 河村りえ

「4　5－



八ブを追う． 者

越山正三

ダーゲイソは，その進化論a要諦として，情mCセグレゲーション）をとカあげている。 ワ

レス技，束苗アジアのカケスによって，そ・叫祐眉説を定見している。

鹿児島県の奄美大島止，こ受相補糾′⊂おいて，ルリカケス，アマミクロウサギという，動物む

天然記念物を琉し，更にハブという名物を療虫薮に残している。

こC二〉ハブたるでト巧旭を荒すノネズミ狂n大きな天敵であカながら，その琵轟の猛威の汝に，

奄美大鳥と徳之鴇では，大桑守民の悩みとなっていることは，苦も今日も変iHまなく，板府

ごつ対‡杵？，接助にもかかわらず，北港遺むクマと同様，住民に危害をあたえる相似点に於て，

南北の両横綱ということがいえる。

ハブH、，キンは）ギソCS）クロ（4）n三つの名称に，554孤比率で分布してい

二二ノノ；，これらこ，三つこいへブの名称は，同一種〇ハブであ少ながら，その餓む色によって名称が

lノノ′ノJノ’ノで、′「る。

籠之信のハブは，奄美のノ、ブより，梢形が小まいといわれるが，同一種である。

沼紺四十年に於汁る受傷率，千人について1．9人の比率は，苦と少しも変わらぬという。

ノ、、ブ捕他者比，数人でくんで山均射ノに行くことが定石であるが，上野義忠濱ん（四十才）

は，阜紬で山野を蝮渉して，十敦牛乳ハブ化カなぞってきそ。 ハブに攻まれでも，直ちに

ナイフで侶つけで登山血を甘せ漂，何らの允等㍑う汁たいといい，かつて露を眩まれ充から，

ら！ ′ここの処置でもって何ら呵美紀は二十ナてい王い。二鞘の為ご免疫注射上野うんにとって

：′招結‾Iでとちった。こゝ乙′こ，ノ、ブを攫ら生涯をハブに点かれ，山頂慧かれた男，上野濱んの山

野技法○震二束充仕手から，ハブと金物班鎖を茂つ生物と鞍生態凸一騎を紺介することにする。

ノ、プむ冬眠相性十二月から一月，二月にかけてである。 三月末から，五月末までは，田んぼ

ごノハブをと少，六月から十月末まで独力牲八年，統域に生魚するネズミを捕食とするハブを披

一一・ノウ」J一思し′ね∴止ケノ」レ」云つ（∴tJパフ疫恒ラこ，一番ダイゴ味のあるもので，－Liに十豪匹を痩

ふくとうたことも占った。平均して三軒から五！ 1封ま毒口捗れるとl√lう。三月末から五打てかけ，

前／しだにノネズミが出現して，盛ん！てイネの穂を食害する。そのノネズミの天敵として凸パフ

であるが，農民が一番被害をうけるこれらのノ、ブを捗る。

ハブ識交尾現は四月頃であカ，雌雄が亀をなうようにもつれあって交尾する。 そCJ文字にふ

濱わしLへ方法である。

六月はハブむ産卵糊で，一匹の雌が十二個から十六個憎での卵を産む。

ハブは，ネギ・ミ，′J、鳥以外のものは食べ妾豆㌔

Diんぽでハブを獲るには，一つの員あてがある。 ネズミが新らしく食害したあとかたのある

－46て



イネの穂なまがすことである。 その穂の近くに待機しさえすれば，必ずとしへつてよいほどノ、フ

が獲れる。ネズミが穏絶すれば，ノ、ブは自然消滅するものと考えるのも無理はたい。

殿府はハブの天敵として，昭和二十九年から五ヶ年榔て，二千四百に近いイタチを本土から

買いこみ，奄美大島と徳之島に放った。

よくネズミ根絶に利用されるイタチ対舞も，いっこいて効果技かて〕われず，イタチもハブも

平和共存を決めこんだものか。

唇崎県のデルタ地帯凸小鳥で，ネズミ退治にイクチ対勘朝j功をして∵、1ふ。

田んぼのハブをとろにしても，攻，カーーノミイトランプをともして，Lと】○睦を行く仁である。

現在，専P王位購髄人は十一人位でも乙という。

こゝに，六月から，十月末まで凸「山に入ってつノ、ブ獲出てついて識明する。

上野きんの場合，単独入山であ少，一国分入山技，天は一一

週間，食糧も一週間分C⊃米を牲樟ナ′つ。

用意するもの

カーノてイトランプ，米，申曾（十週間分）塩，生ゴム

（雨天の襟の火種子用）マッチ，ナイフ，告投か当市ガ

ツノて，旗合，ノ、ブ入れ建

山では専ら言葉流に出てくるノ、ブを目的とナるこて弄る

が，遺なき山を，盛は昼寝をしていて，歩く㌧ユは改悪かカ

であるが，歩き易いので，尾根づたいに歩いてH的地に行

くこともある。地図たどには掠らず，屋の夜たどは星で方

角をみてゆく。

暴利紬は，葦原カように掃けたところで寝る。 寒い夜な

どは俸凸面解に薪をうず高く積み上げ，一日中，薪をたい

で暖をとる。うつかわして，ヤケドをしたこともあるとい

うT雨が降る目性，用意した生ゴムを火種子とすれば，少

し位雨に濡＝れていでも，よく燃える。暖い日であれば，木

こ
こ
で
ハ
ブ
〇
首
を
し
め
て
と
る

／

／一ノ′

（
、

〇茨で雨宿りをする。

採某は夕方から朝方までにかけてである。カーバイトで足許を照らしたがら歩く。ハブを採

るために軋必ず用叫瑞まで降カで行かまくではならない。山のノネズミはけい流のエビや，

小さな魚の一種を，おもしろい方法でつって食べる。上野さん培，これらの山のノネズミが，

魚類や甲殻滋を採って食べる生態を観察している。ノネズミ蚊，カーノてイトで照らされても，

逃げだまずに悠然とエビで免をつつでいたという。

つカ方は，ネズミの尻尾の先を水の中にしたしておいて，その党にくいついてきたものを，

うまくつわあげる。ハブはそうしたネズミをねらって∴㌣つてくる。一度眩んでかいて，あとは

－47－



ニ；、ズがたかれるまであとをつけてゆく。 ばったりたかれてから，はじめて丸のみにする。 ノ、

ブはラノブ盈光で眼をとられて，逃げたさないC）で，真凌く捕えられる。 カーバイトランプも

一打の捕捜補助器である。

ハブは九月頃から，暑いHは日中，木骨上にのぽっで休むことがある。 木の枝をうまく渡り

葺く。富雄が少しでも枝で鷺の先にかかれば，次の枝に容易に移ってゆく。 技に寝でい宅小鳥

霊え捕食ナることさえある。 離島にタカ（サシ㌧べ）が天田をなして渡ってくる秋，こ£）タカを

ハブが待ち二′、1まえていて，技れて未麿とまったクカを捕食するともいわれ，クカ〇クビシメと

しノゝう言葉が大高にあるくらいである。

上野ぢんの食事は仮合女さん，副食物は，用でウナギをとったり，エビで魚をとってこれに

あてる。用意した塩で雄たつける。

良を碁いていて，危害を加えるものは何一つなく，上野きんにとって，山はすみ表と至って

いる。しかし，山を歩くことは，発労働であお若いうちにしかできないことである。

ハブが冬脱する冬受用胴乱専らマムシをとる。 マムソもヤはり夜行性があカ，技，：辛ペー1cc－）

水嵩：′′こ出てくるカエルを捕食する。マムシはネズミを食べたい。 マムシく′⊃ねらう色は，土色を

したカエルである。十一月頃このカエルの交尾親に入坑水損で交尾をして，静止しているカ

エルをねらって捕食する。 このカエルは，山腹の水泡カにも発生して捷魚するため，マムソば

これLヱJカエルを追って，山腹にも出現する。 ハブが多数清劫する夏に，マムシは夏眠なして

－・1ふ。マムシは小鳥を捕食するが，その方法は，まことに奇妙であカ，奇態をものである。 マ

ムシカ＼′J、鳥を捕食するのは昼間のことである。自分の体を葦むらや，落葉の問にかくし，尻尾

′1莞′．fけを出して，ミミズの擬態を演じる。 ！J、鳥はそれをめがけて飛んでくるのを，・マムツ正

中圧胡擁する。 ハブのように樹上には上らない。 田んぼのカエルには，マムシはこない。

一二メハブの色が，マムシに似て∵ハる凸で，大島でヒメハブのことを，マムシと呼ぶ場合があ

，1二メハブはマムシよっ「ずつと大きく，マムシとはちがう。
食性はマムシに似ている。

人がノ、プに睦まれた折カ，ナイフで，攻傷部に傷を入れ，出血を促して，毒を出してしまう

‾1∴告諭療法は，台湾¢〕クィアノレ族C高山挨）が，シソガムシに睦まれた折少揖す原始的方法

こ二‾ノーこぶる似た点享去る山もおもしろいことである。

尊者紹介

先生は胞・一申時代から，長年，生物の棟を取っていらっしゃい受したが，三十七年の四

月工畑御病気静養の為，休成していらっしゃい増す。 自前に桜島を臥み，まわカをミカ

ン畑やイチゴ畑に捉まれた病院内で，徽趣味である絵をどかかれ，静養生活を楽しんでい

らっしゃいます。
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ひまわり

5年dl：も後藤啓子

・・ひまわカは本当にまわるのだろうか？ ”これは私の子供の時からの疑問でした。 というよカ

私が幼い頃からずつと，はっきカ正しい答えを知る般会の無いままに抱き続けて来た・分から

充いこと”わーっだった凸です。 「ひまわり」といえば，早霹己き0「ぁさがか」がすっかわし

ほみきった頃，ギラギラと照カつける真夏の太硯を見上げている競色Cう大輪花。 こ（ケ柁むこと

をいつか読んだ本に「向日葵」とか「甘輪耳目とか焉いてあっためを覚えています。 そt。名の

ごとく，本当にひまわ山王太陽と一緒にまわる乃でしょうか。 ところが夏休みも終わ出C近い

八月末のある日，ちょっとしたきっかけから，長年抱き続けていたこ叫疑問を解くべく実際に

自分の白で観察する機会を碍たわです。 観察といっても別に手引があったわけでなく，ただ自

分の考えだけで行った方法ですから，観察上の手落ちがずいぶんあると思います。 が，私が知

I）たかった正しレゝ答えが縛られたことだけは確信しています。

§観察の記録§

1． 日時昭和40年6月2d目白午前7時至年後7時

2． 場所本校こ㍉柁競

う． 材料開く1H前′つつだみ言塞いて1ヨ甘，4日勘9［Hn花

4． 方法校舎か東茜に遭ってい諸ことを拉石にJカ′狂認したもて，太陽凸高度受無視

して，太陽∴、方位角と「LLまわタ、jら遥動こ否む比較サムこ日こした。

i）角度む表わし方：仁蘭に芳江－。 て哀点はつ′：・しげ＿※LHH了）まで10

鮭間隔できざみつけた。

ii）角度宰蘭守方：花〇中心に郎なつけ，王手を糸でつるしたも蔦をそ凸釦の高に

たらし，その釘が白紙に示した角を花に角とした。

太陽〇角は，長さ15C／花凸棒を自記だ弓二に垂克掟とてて，そ

′て一撃牛澤士部竹聖が，花の無下一二r一年分，即て‘19nO・′Tt▼′－：「rl

CD廷英雄が交わる部分に位置付けしてそ（う角を計った。



時刻と，つぼみ，1日勘　4日目，9日目の花の角

（嚢． I）

時　刻 つぼみ 1日目

7：00 3占．0 29．5

8：00 i　 42・5 5ち．5

9：08
1　 4豆5

f
42．5

10：00 54．0
1

45．5

71：80 ！　 5？0 51．0

12；00 t　　d4・5 52．5

一こ揮 プニー霊ト・こ・く檎 ・－㈲ ナ当

C表Ⅲ）　　時間と太陽凸角

Jl
l

F　　 刻
t

太　 陽　 の　 角

7 ：0 0 －　 占．5

弓：〇〇 2 ．0

夕 雲0 0 8 ．5

′沌 ：0 0 2　5．5

1 1 ：0 8 4　5 ，5

1 2 ：口D i　　　 8 1・5

1 ：0 0 1 1 占．0

2 ご□〕 1 ∠1 5 ．0

1　 5 ：O D 1 占　0．5

4 ：G O 1 7　5 ．5

§　親祭結果のまとめ　§

I）ひヰわりは本当打まわるのだろうか？

）　．．

時　刻 4日目
9．日目

7：DO 55，5 50．D

8：00 ．375 53．5

9：00 40．0 575

10：00 48．0 41：0

11：00 55．5 45．5

11日用 dD．0 490

12：00 i　d5．0

l

54．5

12：00 785 59．5

1：00 7受G 〝

1：OC） †84．5 〝

2‡］0 8貸、0

1

〝

2：00 1　95月 〝

5：00 i 98・5 〝
j

3：00踵±∃4：00
奉示示尋匡養えべ云《司

7：DO　l15占．8　！5P5

昭和40年5月25日

後　藤　智　子　　観察
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結果・・ひまわま＝ま本当にまわる。 前記のグラフによカ，ひまわ机：丈最初太陽よカ角が天き

いが，後から太陽に追いぬかれることが分かる。 また，太陽とひまわ如法，ちょう

ど11：00と12：00の間でお互いに向き合っていることも分かった。

Ⅲ）花が開いてからの口数による角皿差の影菅はどんなだろうか？ 。

12：00　　5げ

結果・・年前7：00から年後4：00までの運動した角の差は，開いて1日目，

つぼみ，9日目の潜に大きかった。

9日目の花は12：30でぷっつり運動をやめてしまったe

Ⅲ）ひまわカの花だけ、まわるのだろうか？
。

観察¢ウテ法：ひまわカの花を一つ選び，花の下に大き

な自韻をしいた。

そむ紙に，ひまわカの上から第四番目の

葉まで30分おきに，前の観察に用いた

釘で位置を調べてしるした。

結果：だいたい第三葉と第四葉の問ごろ“まで運動

している。 10． ：UO動知が思いかけたい所

に記してあるの珠，たぷん風がふいたため正

確を位置がわからなかったものと思われる。

§観察で後に3

≡：く朝うつむいていた花が，11：00から12：0にかけてほとんど土を向く。 こわ変

化は員を見張るばか少の速さだ。 花の中心街寄書か，この運動で2C詔ぐらンー竜くなる。

亨：；日が揮って動かなくなった花の向きとうつむきかげんかまちて主ちである。 これは何によ

って決まわ，何によって違ってくるのだろうか？

燕夜から翌朝にかけての角の変化は等角だろうか？ これを調べるため夜〇9：08に学校

に行くつもカだったけど，連れが無かったため「女の子むくせに！」の一言であきらめ

なければならなかったことは本当に残念でたまらない。 でも，今私はヤゝ満足した気で

いる。 妾ぜなら，ひまわカがまわることを自分の員で確かめられたのだし，それに来年

の夏この観察の続きをしてもらうことをヤ額の男子生徒と約束したのだから・・・。
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海　　の　ね　　ず　　み

2年7R古川一別

海のネズミ‥e・「ナてコ」である。

いつだったか，ナマコのさしみを食べた。 コリコリと由に快かった。 そして昨年夏，其新開

に掲載された「海凸紳士録Ja被に，「悪は嘉を呼ぶ」凸たらいで妙に聴かれた。 それがそも

そも享CD初めでも、つた。

格好だけが被仁外だ，雄退し二唯一凸武器と′′いえ，圭にグロテスクなやつである。叉，名前

がいい。「愚息－日工圭ノ、・で「ナてこ㌧」と言は十〇たこ．，ニJヱサ淀でいネズミが海へ行くと，時速

50m程広のナてこJなして「高みネズミhlとノ′三る：からこつけいである。

さて，昨年夏から今年盈冬にかけて「頂もムごとに彼〇実態を調べてみた。 諸文献による珍

現象乃確認などは，手も差も拭たしノー苺豆∴’、っった。それでも，三河凸採集，十数回の解剖で，被

の輔彰ぐらいは，ど－てJら許hるようここ：曇ったっ下甘，被凸解剖図，その右は説明C二，付加。

・石管を水管と咋ぷ文浩も

あったが，まれである。

・水頂上呼吸崩とも呼び，

直紡凸末端から体腔に一

対分岐している。

・血管は厄腹をか卦うよう

にしている。

・抹壁は筋肉屈が先達して

いて，夕上皮は柔らか射肉．

責である。

・按っき少したいが，陪間

朕らしきも（7′一吾，癒兢腺

のそばに認めた0

・触手山数は，弘の採集し

たものはすべで20本で

∴1・た。

・表皮の外側には，管足と

呼ばれる突起がある。

三：；以下の観察及び実験で，ナマコについでの資料がほしく，学校図書舶娯立屈書館夜ど，

かけずまわったが，得るも凸は少なかったといってよい。 したがって，私む使用したナマ

コむ名は，はつきちしたいため，あえて按を無名とする。
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nePort． 1表皮に関する彼

川根はもちろん締皮動物であるが，聯皮とは「とげのある表皮」の意である。 例にもれず，

彼もそうである。 彼の突起は管足と呼び，これで小石や泥を吸いつけて歩く。 その速まが，

先も述べたように，かたつむカの時速40nlよカ少し早い程度であ々。 管足は水管（僻皮

動物の特徴で，中に海水に似た液を満たし，呼吸と循環を行う。 確かた構造は確認できた

かったが，体表付近にあると思われる。 ）からのぴていて，呼吸や運動をする。 種皮動物

の管足は通例，歩帯と間歩帯の五列より成るが，彼C二，管足は二列が退化し，三列ある。 し

かし，その名残は認められる。 背部と思われる所にある管足は，円すい台のように先がつ

ぶれている感じだ。 又，政部C〇日付近にある管足は，触手（下等動物にあれ触覚をつか

さどる）と化し，これで泥をかき盛め，中の微生物を食べるものと思われる。 触手は，私

の調べた簡閲では20本だったが，断定できない。 なお，文献によると，「管足は北産長

く，南産短し。」ということであった。

（21彼には外浄格獲ないが，表皮組紐の中に，微少を石灰質の福状骨片が埋没している。

rr
／

　

／

、．

、

ごつ、′Ll

♂1∠ユ

＼

＼＼

一　一、、

、、ゝ

／

＼′　－＿＿＿▼、▼　、・

図のような骨片が，

文献に見られるが，

私が確認したClはC）

印の廿片だけである。

右端の骨骨ちしきも乙も見受けられたが，止つきりしたい。‥・3廿といえば，被ごヱこ「不老

長寿」の薬であることを恩いたす。彼〇軟粧二Lコソドロイチソを奇み，胡府舶ヒ封防ぐからである。

】leport．2内桟に執する被

内月蔵を調べると，「下等先物はど再生力が強い。」という事実を見せつけられる。

1）胴を上下に二分しても下半身が生残れ新しい頭部が約一年で再生する。‥e・この実験

は，始めた時から，「再生までの自宅での飼育は不可能に近い。」と思っていたが，切断し

て半月たっキ甘，坤技窄んだ。当時凸華家竹，綾のために新鮮で十分売春ホモ用意する牢黒

海に遠く，大きな器もなかった。毎日変えていた海水を，ある日海に行けず，変えてヤれ妾

かった凸だ。しかし，彼は総を二分まれでも，すぐには死ななかった。もしそのまま海に放

したら，きつと再生したたろうと思う。…・まて，総が二分しても，下半身生き残カ，なか

かつ再生するわけはこうである。・・・・彼は直腸の末端から胸腔内に広がる一対の水肺を持つ。

だから上半身切られても，この水師が排出口で水の出し入れを行い，水呼吸をするめだ。

′私の実験した彼は，水呼吸と汚物の排出で，／j、また器内に汚物を満たし，そのために死んで

いったものと思われる。

ひどく残酷をことであった。…・許してくれ‥‥
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2）彼はよ柁ど気短かであるらしい。 というのは，彼は外的刺激に対して，面白い反抗を示

すからだ。 器に被を入れて，湯を注ぐ。 あるいは棒でつつく。 （街，この際同じ器色中に激

甚凸仲間を入れでも1く。 ）そうすると，急を刺激を受けた彼が，いき査力体内から，細長い

何物かを吐きだす。 これが何と腸である。 ある文献に，それは彼自身がくいちぎる凸だとあ

ったが，実態はつかめ充い。 嘔吐直後すぐ解剖もしたが，はつ重力しない。 ただ，これだけ

はいえる。 どのあたわで切れるか考えると，先も述べたが，彼技直腸必末端に位置する水肺

で魚をする。 だから切れる位置は，直腸の，少なくとも下部ではないはずだ。 この珍現象，

もう一つ両羊1Lへことがある。 それは，器を共にした数匹の彼等が孜々に噛酔するcc，た。 七に

これを，「ナマコの囁吐連銀反応」と呼び，興味あふ実験の一つであった。 ‥e・言で，喜′圭

の話をしよう。 この再生実験は行わなかったが，半年たらずで，新しい腸が再生するという

ことだ。

ncport． 5成長及び性に関する捜

彼らは雌雄同体もままあるが，一般に異称である。 生殖期は5，占月頃で，その時期がすぎ

ると，9月頃まで「夏眠」と呼ばれる状態に入る。 彼らが活動するのは冬で，しかも夜である。

まさに蔭凸生物といえるか。 …・径1C謂位の白色に近い透明の卵を発見できるOは，梅雨の頃

である。そしで1，2カ月で総長4C椚位で白色となる。 1年膵でほぼ成体に近くを年，2年ほど

て出三20、58cm，直径～5C帯とモカ成熱する。 彼の寿合は5～10年だから，成熟鵜は

∴∴貰人間と同じではないかと思う。ところで，雌雄の区別であるが，私の知る範囲で接一つで

ざ与る。一成榊に，生殖せんは一個あるが，成熟すると，この生殖器が，雌は淡褐色，雄は乳

‾1色i′’ノ二なる。

Hlef〇rL． 4食用に関する彼

頼皮動物で食用にできるのは，ウニとナマコだ賎フジナマコ，． キソコ，マナマコたどであ

る。さて，食べる時間親友凸が，毒素である。 ナマコの毒素接「サポニン」といい，血球破壊

－こユ∴て昌言ノr。ノLJlJLjLか人か一人ねこ，てJ」′，：上息恕以て，人を呼吸用聖に陥らせる。 こ

れを控かめる勺に，私心領やよう夜業瀞を行った。 （しかし，いわばこれは失敗現己録である言

1）自分に月11を以て，生理的食塩水¢壷での色と，蒸留水血中で溶血した色を確かめる。

2）ナマコむ結液Cは憺透明）をシャーレに少量入れ，それに宋音封などの血液を入れる。 結果

甘，生理的食塩水に入れた時と同じといつでよい色であった。 だから，私の実験したナマコ

に甘，血球破壊能力はなかったわけである。 失敗というのは，実は，私は後の体液濃度をま

ったく知らなかったのである。 だから，たとえサボエソを含まをくとも溶血の可能性はあっ

たわけた。 しかし，少重くとも，溶血が． 妄かったことは確かである。 軋日本産はほとんど

マナマコ類で，これだけは，なまで食べられる。 サポニンを持つ色は裔産に多いと聞き，こ

lノ⊃夏種子島へ行った時，「あわよくば」と思っていたが，彼らの婁眼のためか，遂にお目に
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かかれなかった。

ラき妄念のため0サポニン‘（qllも2Cも8？ ）と吟，植物にもあ少，エゴノキの呆気サトイモ

科の，オオバソグ，テソナンショウ，ムサシアブミ，ウラシマソウ，カラスビシヤク，ミズ

バシ′ヨウなどの根茎に舎受れでいる。 もちろん有書である。

蔽

ReJOrと． 5その他についての炊

1）碇認できたかったが，彼の神経は，食道をかこむ環状のものと，これから出る五本の放射

神淳から去ってい・ろということだ。

2）彼が片利共生の例にしばしばあげられることは知っていたが，昨年‾払佐多岬で，弘の今

までの拙験で，最初骨して最後のその実態を捕えることができた。

タイドプール乞，中で何気たく拾った（？ ）ナマコ色中（排正好と思われる）打，例む黒やす

ばしっこい「カエルウオ」カ侵入していた。 利のあるのはもちろん，カエルウオ乙はうでこち

る。

このカエルウオ，なか葱か図々し㌔′－が，仲間が婁配の最中，何そねはけたCrかカエルウ

オに不法侵入潰れるよう充ことをした彼は，なんとまぬけセぁることか。 しかし，父，二なん

fと返らしいでつ」で渡． ることか。「－それ雲ながら陸のネズミの巨も如し」でもろ。

寧＊与しノ（＼、北　アオギリ　丸〔＊しノV＊し／「しク、＊、」へ、ノへし＊＊＊

＊こと

、
l
e
♪
U
　
韓
、
の
し
、
〃
し
遠
、
e

秋もかしせまると，木の葉が色付く。

学校へ凸道路に沿って′軋えであるアオギリも詣色く染受っていた。

今まであまカそこ）存在隼気が付かまかったわに，こ仁ノごろいやに

大きく見えるよう打モった。

毘もとを見ると，大きな，でもからからに枯れでし‾まったアオギ

リの葉が落ちている。ちょっ甘りセソチ打なる。

春になると枯れたようけ見え，どこ『そん車力が潜んでへるかと

思われるようなその幹から，青い手のひらのような葉が出でくる

めだ。

河村りえ
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＞　部　活　動　報　告＜

4　　　月

5　　　月

占　　　月

7　　月

8　　月

9　　月

10　月

11　月

12　月

昭和40年度

新入生，盗員募集ポスター，婆示一

箱入部員歓迎を紅て，寺山へ採集

カエルケ宥刊

夏季採集旅行堆憫

．
ィ、こ野岳，辛奇声㌍‘． 〒汀！

・辛皮鮒エリ，夏季・封親好全員与加£－認定を得る

採某日甘地，天［］市布計：て決定

・採隼雄万葉悍

砿五弦某旅行準備

． 布計真読旅行

・　採集旅行鋤直物，昆虫標本整理

。 文化祭準備

． ウサギの解剖

。 文化祭（9月24日、同29日）

文化祭整理

部誌原稿募集

部誌原稿募集

ト　部誌「あこう」　発行予定
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一 つ　の　提 案

顧問宮地伸夫

今日は生物研究集会出席のため伊集院高校に出張したが，帰って食後ひっくカ返っていた

ら部長の占用君がわざわざ原稿用親を届け打きてくれた。 親限は明日までとのこと。 丁庭仕

事が亘っていたため先日依厩ざれた囁けはもうちょっと待って欲しいといって延び延びに怒

っていたのだが，その為に今年もまた，部員諸君の原稿に日を通してからここ一文を亨くこと

ができなくなってしまった。 一年間生物部発展のために努力し，度々部員と私との間に板ば

さみになった筈の占用君に対しては勿論のこと，研究成果を折角発表した諸君には申し訳け

貴く思ってい‾ます。

そこでふと思ったのですが私は部員の諸君に次のようなことを提案してみようと思いました。

それは，私達もついうつかわしていたことをのですが，この研究発表者の諸君に，あこう凸

底面だけでなく，部員全株の前に立ってその研究成果を実際に発表してもらレつ，他の部員達

の色々な意見を聞いたカ，間堰点についで互いに討論し合ったカする会，すなわちゼミナー

ルを開いたらどうだろうか，という提案です。 これは実に大事をことではないかと思うので

す。若し，研究発衷者のその研究内容に詳目上があっても自分では気づかないということはよ

くも＿ります。それが発見護れるかも知れません。 また同じ部員でも他人がどのような動機で

そ¢一研究をし，どのようを過程をへて，どのような結論を出したのかということは，このよ

うな狛一陣吾を通じてだけではよく理解できない場合もあカます。 或いは，また，他人の研究

内容や考え方等のどこかが，自分の研究内容や考え方に太い打参考になるという場合もある

と思い受す。、真た今回は発表打までこぎつけ充かった人達への勇気づけ打も大いに役立つと

思います。折角の研究成果を最高に意義あらしめる為にも私のこの提案が実現されることを

期待し祈って＿打力ます。

実は，この原稿を書くにあたって，”観察，，と”実演”と叫重いについて∴？ 〝鶴丸高校で

の生物クラブの活動のあり方（望まし叶形態）打ついで反省すること”等についで者こうか

夜とも思ったのですが，上記私の振案が実現されればそ鋤漠に私の意見の中に折り寵ぜなが

ら申し上げることにしてここには書きませんでした。

毎年この「あこう」についでは，大学や高校町先生方，あるいは先鶉諸兄姉，他校の生物

クラブ員その他の方々から，実に丁寧を御指導・助言を頂いていますが，実に有り難い事だ

と思います。毎日8時間，7時間の授業の合間を縫つての研究ですから，自らその内客にも

限度があるとは思いますが，切角，大自然に親しむ同好の士のグループ活動ですから，一歩

ずつでも，半歩づつでも意義のあ． るクラブに育てて行きたいと願っています。 この「あこう」

はその一年のクラブ活動の成果を示す一つのノて1ロメーターであると思います。
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ニ鶴　丸高校生物　部部　員名　簿

19占5年12月現在

離　　間

顧　　問

頂　地　伸　夫

税　所　篤　知

鹿児島市蘇凄野　でT41▼

ク　　薬師町　　　201

ROOM　　　　氏　　　　名

1． 2

〝

〝

1． 3

1． 5

常　窪　高

太

楊　　　　忠　和

、鵜　木　道　夫

浜　田　克　郎

田　　中　　ナナ子

前　原　洋　子

山　　口　　悦　子

天
、
是
　
閲

重 徹

枝　光　子

田　　エ　　ミ

立山冴子

後藤千和子

池　　田　　ま　少子

河　村　　カ　　え

野　添　鼻知子

吉　村　佐恵子

巾　村　悦‘子

北　元　　　　逸

山　　下　誠　子

住　　　　　　　　　所

鹿児島市永書　町　　占18

〝　　原良　町　5149

〝　　郡元　町

〝　　高覚　町

〝　　　西田　町

〝　　鴨池　町

〝　　永吾　町

〝　　郡元　町

〆　　高寵　町

〝　　城南　町

〝　　西田　町

591

71

12　4

18　52の15

10　4　5

9　d　5C〕5

7　5，0

10の10

3　8の　　5

〝　　下荒崇町　22d8

〝　　東千石町　　　　1の　7

〝′　　原艮　町　5128

〝　　薬師　町　　550

！／　　永吉　町　　290

′／　　下荒田町　　　58

〝　　平之　町　　　占1

〝　　加治屋町’11の16

〝　　ノ京良　町1783
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王＿も00h　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　住　　　　　　　　所

2． 4

2． 5

2． ム

2． 7

2，　　9

〝

2． 10

〝

〝

5． 5

3． 4

・ク

3． 5

5． d

一ク

5． 9

ク

樺山博鹿児島市下伊敷町県営アノく－ト北21号

籾木泰〝西田町1占0

醤内美生子〟薬師町127

古川一則鹿児島郡吉田村本城

西　　　　京　秀

山　崎　正　美

今　村　啓　子

田　　中　喜代子

土　屋　　窟　雄

中間美智子

柿元紀世子

林晶

原田和子

菊谷幸枝

後藤智子

井田範男

芝原幸夫

ク　　　　　　平　　　　繁　人

一一59－

鹿児島市　武　　町　　100

〝　　　薬師　町　1502

〝　　　伊敷　町　　　　92

〝　　　原良　町　15D d

〝　　　郡元　町　　　d　52

〝西輯町115

谷山市土橋元町3d12

鹿児島市永膏町590

ク原良町1395

ク坂元町上ノ原2277ノ24

ク東千石町1の7

ク軍牟田町4564

ク丙田町dO

ヶ西田町55
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編　集　後　記

残る仕事は，来年度の新役員選出と三年生部員のための送別会である。

『，師走。してみれば，この「あこう」第4号の編集は，私の最後の務めだったようだ。今に夜

で「一体何をしたかた？」と思うが，やったようでやらなかったようで，確かをものがない。

∴lYへくつかの失敗をした。しかし，時が迫力部員みん夜で精一杯事にあたったことを誇らしく

六。投稿者十余人の原稿を，一本のひもでとじる時，過去一時期に個々として分裂し，そ凸上

こ，ノ＝♪裂を護ねようとした部内の雰囲気が，今，ここに固く集結してくるよう夜気がする。

二二，旭丘ある統一は，私が来年の生物部に期するところである。

「ノ少しノずったからも創刊号から現在まで芽を伸ばし，そして第5号を発行した今叫瑠緒を持ち

ノニ二言て，よりよい第4号を作るように活動することを，部員一同新たに心に誓い、ました。」前代

㌃長め「あこう」第3号編集後記，結びのことばである。
私の思いも叉，同じである。ただ，第

三．ンフ～：・ノj74号に変われ第号が今で第5号に変わろうとLでいるのだ。逆えまい時の流れが，

㍉こう」を4年間育み続けできた。「時よ流れよ。果てしまい未来へ，－あこう”と共に。棟は

こいたど寸時㍉そのため打新しい槙を下すことを忘れではいけない。葉を一杯つけようと願う夜。

▼ノ；‘土が繁ったら，必ず枯れることを知れ。まず太い根を作れ。そのために代償査くしてすべてを真

一‾：つすことを愚と笑う妾。そのようか嘲笑ほいつか受身となる。根をはれ。広く，太く。そしてい

‾つむ［＝′「か，うっそうと葉を繁らせよう。枯れで悔いない程うつそうと。」

嗅かい御指導をして下さった先生，先軋「あこう」第4号む完成を期i′r深く・叫L申し上げ

ます。12月4日，年前占時，「あこう」第4号の編集を終えた今，冬の朝仕また雄拉㍉し

：′二、しノ，号も査く夜かあけ，明かる言を得る凸だ。必ずe・‥‥…。

編集者こ，7m則

あこう芸JJ

鹿児島県雛丸高等学校生物部部詰

発行日：19占5年12月24日

編　集　者　：　吉　　　川
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